




































( 1) 倉持俊一「十九世紀前半のロシアJ『岩波講座・世界歴史』第四巻（近代6）岩波書店 1971年、和田春樹「近
代ロシア社会の構造一ーその成立と矛盾一一」歴史学研究会編『世界史と近代日本』（『歴史学研究』別冊特集）









(3) なお戦後の経済史学において、 19世紀中葉・自由主義時代の英露対立＝クリミア戦争は、 18世紀・重商主義
時代の英仏対立＝第二次百年戦争に続き、 19世紀末・帝国主義時代の英独対立＝第一次世界大戦に先行する、
世界的な商業覇権競争の重要な一階梯として位置付けられている。大塚久雄『近代欧州経済史序説』〔大塚久雄

























め、うち中央黒土 6県が 20%を占める最大の穀倉地帯である。だが 1863年の耕地化率は概ね 40
%以上、中央黒土6県では 60%を超え、 1796- 1863年の伸び率はどの指標でも 1.5倍前後にとど
鳥取大学大学教育支援機構教育センタ一紀要第 7号（2010) 25 
表1 農業生産の動向（ヨーロッパ・ロシア 50県）
成年男子人口（1000人） 耕地面積（1,000ヘクタール） 耕地比重（%）
1796年 1863年 増率 1796年 1863年 増率 1796 1863 
I：北 部 480 ( 2.8) 744 ( 2.7) 1.55 1,264 ( 1.8) 1,291 ( 1.4) 1.02 1.0 1.0 
E：北西部 925 ( 5.3) 1,498 ( 5.4) 1.62 3.319 ( 4.6) 3,822 ( 4.1) 1.15 15.l 17.4 
車：バルト海沿岸 574 ( 3.3) 872 ( 3.1) 1.52 989 ( 1.4) 1.872 ( 2.0) 1.89 10.9 20.7 
W ：西 部 2。433(14.0) 3‘168 (11.3) 1.30 9.504 (13.3) 11.437 (12.1) 1.20 26.2 31.6 
V ：中央非黒土 3,101 (17.8) 4 143 (14.8) 1.34 11.091 (15.5) 12 137 (12.9) 1.09 31.7 34.7 
VI：中央黒土 2,945 (16.9) 4.873 (17.4) 1.65 13.983 (19.5) 18.204 (19.3) 1.30 46.8 60.9 
四：中部ヴォルガ 1‘178 ( 6.8) 1.939 ( 6.9) 1.65 5『426( 7.6) 6,518 ( 6.9) 1.20 35.7 42.9 
VD!：小ロシア 1.644 ( 9.5) 2 458 ( 8.8) 1.49 6.735 ( 9.4) 7 554 ( 8.0) 1.12 43.0 48.2 
E ：南西部 1‘737 (10.0) 2 762 ( 9.9) 1.59 5.953 ( 8.3) 7 513 ( 8.0) 1.26 36.1 45.6 
エカチェ9/J.77 238 ( 1.4) 607 ( 2.2) 2.55 1,021 ( 1.4) 2,041 ( 2.2) 2.00 16.1 32.2 
.r-.；レソン 178 ( 1.0) 694 ( 2.5) 3.90 763 ( 1.1) 3,200 ( 3.4) 4.19 10.7 44.9 
x タウリーダ 127 ( 0.7) 320 ( 1.1) 2.50 181 ( 0.3) 1,083 ( 1.1) 5.98 3.0 18.0 
南ド部ン軍ス管テ区ップ計
157 ( 0.9) 472 ( 1.7) 2.99 1,428 ( 2.0) ~＿， 198 ( 4.52 2.94 8.7 25.5 
702 ( 4.0) 2,095 ( 7.5) 2.98 3,393 ( 4.7) 10.522 ( 11.2) 3.10 9.4 29.3 
サラトフ 378 ( 2.2) 841 ( 3.0) 2.22 1,868 ( 2.6) 2,241 ( 2.4) 1.20 26.1 26.6 
サマラ 829 ( 3.0) 1,489 ( 2.1) 2,150 ( 2.3) 1.44 9.1 13.8 
氾 オレンブルク 379 ( 2.2) 921 ( 3.3) 2.43 1,344 ( 1.9) 1,754 ( 1.9) 1.31 4.3 5.6 
アストラハン 95 ( 0.1) 260 ( 0.3) 2.74 0.4 1.1 ーーー ・・皿ー帽ーー ーーー ーー田ーー 咽ー， a ・ー r------
南東ステップ計 758 ( 4.4) 2句646( 9.5) 3.49 4,796 ( 6.7) 6 405 ( 6.8) 1.34 4.7 6.3 
XII：ウラノレ地方 914 ( 5.3) 847 ( 3.0) 0.93 5.190 ( 7.2) 6,909 ( 7.3) 1.33 10.7 14.2 
合計・平均 17.396 (100) 27.997 (100) 1.61 71.643 (100) 94 184 (100) 1.31 14.4 19.0 
年間平均穀物生産量（1000 f:iトベルチ） 穀物生産量／播種量（倍） 生産量／総人口
1802 -11年 1857 -63年 増率 1812 - 1821・ 1841 - 1851 - 1811年 1863年
I：北 部 2.280 ( 1.4) 3.114 ( 1.2) 1.37 3.9 4.6 3.5 3.4 2.0 2.0 
E：北西部 6‘819 ( 4.3) 7‘124 ( 2.7) 1.04 2.7 2.7 2.7 3.2 2.5 
E：バルト海沿岸 3.550 ( 2.2) 6‘084 ( 2.3) 1.71 4.2 4.1 4.3 4.5 2.4 3.4 
IV：西 部 24‘643 (15.6) 23.412 ( 9.0) 0.95 2.3 2.5 2.8 2.5 3.9 3.5 
V ：中央非黒土 23.589 (14.9) 32.255 (12.4) 1.37 2.6 2.7 2.7 3.3 3.8 
VI：中央黒土 37.004 (23.4) 52.893 (20.3) 1.43 3.1 3.5 3.5 3.2 5.1 5.4 
w：中部ヴ、オ／レガ 12.971 ( 8.2) 22.618 ( 8.7) 1.74 2.5 3.2 3.6 6.8 5.7 
VD!：小ロシア 13 891 ( 8.8) 21.410 ( 8.2) 1.54 3.3 3.4 3.3 3.5 4.3 
医：南西部 12.558 ( 8.0) 20,384 ( 7.8) 1.62 3.8 4.2 3.7 3.5 3.7 
エカチェ9／ス77 1,961 ( 1.2) 5,460 ( 2.1) 2.78 4.4 3.5 2.7 3.4 3.4 4.5 
ヘルソン 917 ( 0.6) 6,164 ( 2.4) 6.72 3.2 3.9 1.9 4.6 
x タウリーダ 426 ( 0.3) 2,588 ( 1.0) 6.08 4.5 3.5 4.1 5.0 2.4 4.3 
南ド部ン軍ス管テ区ップ計 ーも~~~－〔喝Q.8l 4,850 ( 1.9) 3.96 4.0 4.2 一 3.1 5.1 4,528 ( 2.9) 19,062 ( 7.3) 4.21 4.3 3.8 3.6 4.2 2.5 3.7 
サラトブ 4,274 ( 2.7) 10,580 ( 4.1) 2.48 3.4 3.6 5.1 6.3 
サマラ 2,505 ( 1.6) 10,860 ( 4.2) 4.34 3.6 3.9 6.4 
XI オレンブルク 2,691 ( 1.7) 11,490 ( 4.4) 4.27 3.1 3.7 3.6 6.2 
ア南東スストテラハップン計
181 ( 0.1) 510 ( 0.2) 2.82 3.2 3.3 1.8 1.4 
9,651 ( 6.1) 33.440 ( 12.8) 3.46 3.2 3.6 3.5 6.0 
XII：ウラル地方 6 463 ( 4.1) 19.368 ( 7.4) 3.00 3.6 3.4 2.9 4.4 
合計・平均 157.947 (100) 261 164 (100) 1.65 3.0 3.3 3.2 3.8 4.3 
典拠） B. K. RuyHCK凶， H3MeHeHIDIs P白 Meru;eHHHHae即 eHHREsporreH:cKo話POCCHHB 1724・1916rr, JfcmopuR CCCP, .N"! I, 
1957，回p.203・204;Ero :lKe, H3MeHeHIDI s . p泊 Mememrn3eMJJ四eJJIDIB Esporre話cKo.HPoccHH c KOH皿aXVIII B. ,l],0 
rrep闘員MHpOBO鼠 BOHHbI,Bonpocbl ucm呼muceJlbCK020 X03HUcm6a u pe60JllOlfUOHH020 iJ6UJICeH似 ePoccuu, MocKsa, 1961, 
ロp.125-130; H.瓦.Kosan日 eHKO，耳HHaMHKaypoBHR 3eMJle,lJ,叩岡田KOrorrpoH3BO江口saPoccHH B rrepso話rroJJOBHHeXIX s., 
HcmopuR CCCP, .N"! 1, 1959，回p.68・69.
26 武田元有： 19世紀前半におけるロシア黒海貿易と南下政策
まり、生産能力は限界に達している。また f非黒土地帯Jnechemozem/ non black earthの中央非黒











農民身分は就労人口の 90%を吸収し、①国家の管轄する「国有地農民Jgosudarstvennye krest’iane/ 
st蹴 pe部 ant、②君主＝ロマノフ皇室の直轄する「御料地農民Judel 'nye krest’iane/ court peasant、③
私的領主＝世襲貴族の所有する f領主地農民Jpomeshchich'i krest’iane/ private peasant ( ＝いわゆる
狭義の「農奴Jkrepostnye liudi/ serf ）以上の三種に区分される。＜3)18世紀には領主地農民が過半
表2 19世紀前半の食糧危機
時期 主な要因 発生地域 被害の影響
1812 不作 モスクワ・シベリア







1840 冷春・豪雨・干魅 中央非黒土地帯・中央黒土地帯・ヴォルガ中部及び下流 穀価上昇
1846 ヒョウ 西部・中部・北部
1847 春霜 中部 穀物輸入
匝盈 春霜・子魅 西部を除く全域 穀価上昇・人口移動
1850 春霜・豪雨・干魅 北東・南部 穀価上昇
多雨・冷春 全域
闘 熱波・干魅・豪雨・害虫 白ロシア・黒土地帯西部・ウクライナ西部干魅 ヴォルガ・東部・ウクライナ北部
典拠） A. K油釦， 'Natural Calamities and Their Effect upon the Food Supply in Russia”， Jahrbiicher j詰rGeschichte 
Osteuropas, Bd. 16, 1968, p. 373・374.※仁コは被害重大な食料危機。
表3 ロシア農民人口（成年男子）
人口調査 領主地農民 固有地農民
第一回（1722年） 3,200 2,200 
(1762年） 5,611 2,780 
(1782年） 6,714 3,932 
第五回（1796年） 9‘789 7 276 
第六回（1812年） 10,416 7,550 
第八回（1835年） 10,872 10,550 
第九回（1851年） 10,708 12,000 









イツとロシア』未来社 1986年、 106頁；口.r. 
PbIH,l{3IOHCK H話， Bonpocbl H3ylfeHH11 
M即KOTOBapHoro YKJI加 a B PoccHH XIX B, 
HcmopUR CCCP, N! 4, 1963，訂p.105; J. Mavor, 
An Economic History of Russia, New York, 1965, 
Vol.1, p. 418; A. Kahan, The Plow, the Hammer, 
and the Knout: An Economic Histoη・of18th-
Century Russia, Chicago, 1985, p. 16ラ24.




口の増大によって平均 5デ、シャチナまで縮小する一方、 18世紀初頭で 40コペイカの貨幣地代は、












一産詰基喜i子1醐 A) 経営掴揺 （イ呆J農奴費 ）の内訳（%）1834年 1858年 1859晶r 覇地 安20浦 20・ 100- 500・l以，O上00 
無し 100 500 I 000 
I：北 部 1,813 1,464 101 74 108 75 ．領農奴主 1.5 40.6 39.6 16.3 1.6 0.4 ( 1.7) ( 1.4) ( 0.9) ( 1.1) ( 1.0) ( 1.1) 0.1 5.8 2C'i.O 42.9 15.8 9.3 
E：北西部 7,478 7,498 535 303 508 323 領ー農主加 2.9 41.2 37.9 16.0 1.4 0.6 ( 6.8) ( 7.4) ( 4.9) ( 4.6) ( 4.7) ( 4.5) 0.1 5.3 24.6 45.3 14.8 9.9 
E ：バルト海沿岸 1,587 495 領ー農奴主 ．‘ー 3.5 19.8 61.2 11.0 4.4 ( 1.5) ( 4.6) 0.1 3.9 47.1 23.9 24.9 
IV：西 部 18,229 15,823 1,784 931 c~5~~~ 1,044 領ー農奴主 2.7 38.8 35.9 19.3 2.0 1.3 (16.7) ( 15.6) (16.4) (14.0) (14.7) 0.1 3.1 17.4 36.9 13.9 28.6 
V ：中央非黒土 21,299 18,246 2,254 1,544 2,168 1,509 時領昼加主 1.5 30.3 41.2 23.0 2.6 1.4 
(19.5) (18.0) (20.7) (23.2) (20.1) (21.2) 0.1 2.7 17.7 39.3 15.3 24.9 
羽：中央黒土 ~~3~i~ 23,672 2,172 c;4~~~ 2,119 1,606 領ー畠主加 2.5 41.6 33.8 18.9 2.0 1.2 (23.4) (20.0) (19.6) (22.6) 0.1 3.5 16.9 38.5 14.1 26.9 
VI：中部ヴォルガ 5,158 (4~423 619 433 586 452 長畠主加 3.0 26.8 35.9 28.1 4.1 2.1 ( 4.7) 4.4) ( 5.7) ( 6.5) ( 5.4) ( 6.4) 0.1 1.7 12.5 40.1 17.9 27.3 
珊：小ロシア ~~；，~~ 14,308 853 488 824 481 ー領畠加主 4.8 61.9 22.4 9.1 1.0 0.8 (14.1) ( 7.8) ( 7.3) ( 7.6) ( 6.8) 0.3 7.3 18.6 34.2 12.5 27.1 
区：南西部 4,660 5,117 1,417 537 （ ~J~：~ 856 領ー農奴主 6.1 16.1 27.7 37.7 7.9 4.5 ( 4.3) ( 5.0 (13.0) ( 8.1) (12.0) 0.1 0.5 5.5 31.6 19.5 43.2 
エカ千工 ~JJラ 7 1,360 2,298 73 80 ．領畠加主 6.1 34.8 39.7 17.2 1.6 0.4 
( 1.2) ( 2.3) ( 1.1) ( 1.1) 0.4 4.3 25.3 48.5 12.9 8.4 
x ヘノレソン 2,606 2,591 61 72 領農主奴 3.6 44.8 39.5 10.9 0.8 0.2 ( 2.4) ( 2.6) ( 0.9) ( 1.0) 0.1 8.3 36.0 38.9 10.l 6.3 
新ロシア小計 4,623 5,519 442 171 499 169 領ー島主加 4.7 49.8 32.7 11.2 1.2 0.4 ( 4.2) ( 5.5) ( 4.1) ( 2.6) ( 4.6) ( 2.4) 0.3 7.1 27.5 39.9 13.8 11.4 
XI：南東ステップ 3,645 4,057 453 312 510 384 ー領畠主加 9.0 29.4 33.9 21.8 3.3 2.6 ( 3.3) ( 4.0) ( 4.2) ( 4.7) ( 4.7) ( 5.4) 0.3 2.1 12.9 36.5 15.3 32.9 
XII：ウラル地方 148 120 238 197 284 208 ．領農奴主 31.l 15.5 29.3 15.5 2.3 6.3 ( 0.1) ( 0.1) ( 2.2) ( 3.0) ( 2.6) ( 2.9) 0.1 0.1 1.4 3.1 1.7 93.6 




『ロシア住民の身分別・県別分布J一一一J、159頁；抵月.Kosa.JfbqeHKO, K sonpocy o co口OSIHHHnoMell(Hqbero X03屈町Ba
nepe,u OTMeHO首叩enoロHoronp拙 aB PoccHH, E≫ce2oOHUK即位papHoiiucmopuu Bocmo•mou E切onbl19592., MocKBa, 1961, 
ロp.203・204.新ロシア2県の経営規模については、 1.o. ryp)l(i話， Po3旧制中eo江副bHO・KpinOCHHUbKOICH口eMHB 


















農奴の ※農農地奴形百態人（以%上） 分（与地平均面ナ積） 県名 人（%口）比
デシJァチ
（＊黒土県） 直営地分与地 農用地 うち耕地
アルハンゲ、リスク 一
ヴォログダ 22.9 26.6 73.4 8.68 
オロネッツ 3.9 34.4 65.6 7.64 1.87 
聖ペアノレブ、ルク 24.0 20.3 79.7 6.40 
ノヴゴロド 43.1 32.6 67.4 8.61 
プスコフ 53.8 31.8 68.2 5.04 







モスクワ 38.8 2.86 1.63 
ウラジミル 57.9 20.5 79.5 3.72 
コストロマ 57.4 49.9 50.1 5.85 
ヤロスラヴリ 57.1 20.8 79.2 4.70 2.31 
トヴェーリ 50.6 22.8 77.2 4.41 2.27 
カルーガ 61.8 24.0 76.0 3.38 2.60 
ニジェゴロド 58.9 20.8 79.2 3.83 2.83 
トゥーフ 与ー 68.9 48.0 52.0 2.88 2.27 
リャザン ＊ 56.5 47.4 52.6 2.74 
オリョー ノレ ＊ 47.3 53.3 46.7 3.50 
クノレスク 官協 39.9 52.8 47.2 2.48 2.00 
タンボフ ＊ 39.9 52.8 47.2 2.88 
ヴォロネシ ＊ 26.9 54.0 46.0 3.02 
カザン ＊ 13.9 
シンピノレスク ＊ 38.8 42.7 57.3 3.52 2.88 
ベンザ ＊ 46.3 42.8 57.2 3.24 
チェルニゴフ ＊ 37.6 38.7 61.3 3.17 
ポノレタヴァ 亀 37.5 68.6 31.4 2.04 
ノ、リコフ ＊ 29.8 68.2 31.8 2.53 
キエフ
ー 一
ヴォリンスク ＊ 63.3 36.7 
ポドリスク ＊ 59.5 
エカチェ~/7'77 ＊ 3.26 




サフトフ ＊ 40.2 52.2 47.8 4.49 3.32 







18.6 16.5 64.9 
11.4 47.0 41.6 
34.9 26.4 38.7 
34.2 37.5 28.3 
66.0 2.3 31.7 
64.1 17.5 18.4 
92.4 7.6 
19.6 14.8 65.6 
7.9 19.5 72.6 
10.6 28.8 60.6 
8.8 28.0 63.2 
31.6 34.8 33.6 
41.1 14.4 44.5 
25.3 29.6 45.1 
72.5 9.2 18.3 
52.0 10.7 37.3 
73.7 14.1 12.1 
83.3 4.1 12.5 
77.3 11.9 10.8 
41.0 8.5 50.4 
74.5 7.9 17.5 









72.4 13.8 13.8 
81.1 15.8 3.0 
13.0 87.0 
90.2 9.8 
典麗〕 農政入口瓦量ピづいて語、南田、前肩書，－ 228瓦農埴内訳・面積己ついては、増田、前掲書、 243- 244 
頁、菊地、前掲書、 113頁； 1.1. 11rnaTOBHq, floMeUJU'lbU KpecmbRHe HaKa巧!HeOC6060;≫COeHllJl, neHHH中制， 1925，訂p.,386・
389.地代形態については、増田、前掲書、 231-232頁； 1.1. 11maTOBHq, y K泊・coq.，ロp.382・385.新ロシア2県（エ
カチェリノスラフ・ヘルソン）については、菊地、前掲書、 180ー 181頁； 1.o. ryp)Ki民YK田.coq.，ロp.24, 26, 66. 
表5 外国移民人口
新ロシア 居留地数 入植者数（人） その他 居留地数 入植者数（人）
エカチェリノスラフ 47 13,297 聖ベテルプノレク 13 3,035 
ヘルソン 55 40,591 サラトフ 102 127,o28 
タウリーダ 80 23,560 チェルニゴフ・ヴオロネシュ 9 2,983 
ベッサラピア 105 74.473 コーカサス・グルジア 10 2 869 
小計 287 151‘921 小計 134 134.315 
典拠） P. Herlihy, op. cit., p. 78. 
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典拠）菊地、前掲書、 194-195頁； 1.月.KoB副日開KO,
YK田．∞司.， C'中.202. 
0 I , I , I，ー「7で...，.I , I , I , I" 0 
1780 1790 1800 1810 1820 1830 1840 1850 1860 
※羊数はエカチェリノスラフ県の私領地のみ。
典拠） P. Herlihy, Oc,た＇ssa:A Histoη1794・1914,Cambridge, 
M出 s.,1986, pp. 51, 73. 









区・スタヴローポリ、露土戦争（1768- 74年） = 1774年のキュチュク・カイナルジ条約で、併合
された「新ロシアJNovorussiaの 3県（エカチェリノスラフ・ヘノレソン・タウリーダ）、及び露土






















































































































表6 工業構造（ヨーロッパ・ロシア 50県） : 1814年
作業場数
業種別の内訳 合計 業種別の内訳
繊維 化学 食品 金属 繊維 化学 食品 金属 1・10
I：北 部 12 42 7 3 64 492 345 176 131 81 
E：北西部 51 152 30 3 241 1.390 3‘250 477 323 529 
皿：バルト海沿岸 4 26 16 49 118 873 293 14 108 
W ：西 部 54 114 。 10 178 2‘338 813 146 373 
V：中央非黒土 718 633 9 36 1.400 83.532 10.376 146 8.523 2.303 
VI：中央黒土 74 407 2 19 503 22‘481 3 660 61 3.460 882 
vn：中部ヴオルガ 63 226 2 10 301 6‘644 2429 6 568 796 
vm：小ロシア 24 50 。 6 82 3‘234 218 117 89 
医：南西部 48 110 。 9 196 5.650 1.985 66 490 
エカチェ~JJ.77 1 1 378 
へノレソン 4 8 12 19 50 49 
x タウリー ダ 2 4 6 93 26 15 
南ド部ン軍ス管テ区ップ計 ーー 自ー制悟骨骨 8 ーーー ーー ・ー6 橿 ーーーーーーーー 8 圃ー ーー 申・・ー 57 ・・ー ・ー ーー ーー 『ー『由－ .’ー 10 7 20 。 。 27 490 133 74 
サラトフ 73 165 3 3 244 1,658 192 22 5 308 
XI サマラ 1 16 17 430 
アストラハン 95 
・・ー ーー ，ー ー 田園ー ーー ーー ー ・ー ーー ーー ーー ー
95 800 55 』・ー ーー － ＂’帽ー ーーーー骨骨骨 463 
南東ステップ計 169 181 3 3 356 2,888 247 22 5 771 
XII：ウラル地方 5 127 。 。 132 193 912 278 




















































1833 1835 1837 1845 。。3 。。。
I I I 
7 4 5 。。。。4 
8 5 9 7 
16 。。10 
6 4 9 3 。 3 3 
10 5 5 。
9 6 5 10 
14 7 9 8 。。。12 。。。。
55 23 31 46 
3 4 4 4 。。。。。。。。。。。2 。2 2 。
3 6 6 6 。I 2 
















典拠） P. Herlihy, op. cit., pp. 110, 333. 
労働者数
経営規模（労働者数）別の内訳 経営者身分別の内訳 経営形態別の内訳
11- 51- 101- 501- 1‘001- 農民 商人 貴族 自由雇用 農奴占有 領主工場
432 168 463 13 601 424 842 223 79 
1633 384 1.362 41 3.063 1.615 2.665 2.245 569 
710 89 405 328 262 1.024 288 
708 711 1.505 595 2.085 1.347 202 1 748 
8.253 8.087 34.698 18.478 24 891 10,901 66.685 23,054 73,577 21.622 7 433 
1893 983 7.370 4.727 11.474 4 6,549 21,723 4,409 19606 5 681 
1636 1.139 2.749 536 2634 29 2,449 6,811 2ヱ70 1,694 5,683 
419 81 438 1.300 1,213 617 2,929 688 1213 I 713 
1 360 1,481 1,077 3 380 14 131 6,337 1コ74 24 6,115 。 378 378 378 
20 48 17 69 
24 80 16 99 26 93 
11 57 --.司帽』咽幅 －ー ーー 由ー ーー ーー 帽ーー ーー ーーーーーーー ーー ーー ーー ー ーー ーー ーー ーー ーー 圃ーー ーー 司ー自圃・ー ーー －ー ーー ．，回申幅
55 80 378 64 494 152 471 
464 226 808 4 185 1,423 478 1,399 。 430 430 430 
392 7 23 7 855 
ーー ーー ーー ー ーーーーーーー ーー ーー ーー ー ーー ーー ーー ー 帽ー ーー ’ーー ーー ーー ーー ー
856 226 1司238 1 208 1.860 1‘333 1‘829 
166 517 144 6 364 316 789 165 151 






































































が太宗を占め、獣脂はほぼ一貫して 80- 90 %、亜麻仁油・皮革は 1820年代半ばで 90%、 1830
年代で 50%前後の水準を維持した。羊毛・棒鉄もイギリスを販路の筆頭とするが、その比重は 30
%前後にとどまり、合衆国・トルコ向け輸出がそれぞれ残る 30%を占める。穀物の場合、小麦に
ついてはトルコ向けが 50-60 %、イタリア向けが 20%を占め、地中海・南欧諸国が販路の中核




















－ .,. ・～ 'V一・r守．．
0 I  " I ’『『，；1
1800 1810 1820 1830 1840 
















































1840 1850 1860 1815 1820 1830 
※ 1815 -39年：旧紙幣ループリ（左軸）、 1840-60年：銀ループリ（右軸）
原綿・染料は 1826-39年・ 1847-60年のみ。葡萄酒・果実は 1826-35年・ 1847-60年のみ。
典拠） L・A ・メンデリソン、前掲邦訳、 428・441頁； Gt.Britain, Parliamentary Papers, 1835, Vol. XLIX・1[52]' p. 545; 
1837・38,Vol. XLVJI・l[137], p. 186; 1841, Session 1, Vol. XXIV-1 [303], p. 401; 1851, Vol. LV・1[1408] [1408 I], pp, 
35・41;1854・55,Vol. Lii・533[ 1855]' pp. 33・40;1861, Vol. LXI・481[2850]' pp. 28・31;1864, Vol. LX・487[3397],p. 13. 
0 















1826 -30 I 13.033 (58.2) 
1831 -35 I 11.412 (62.7) 
1847 -50 I J,959 (51.2) 
1851 -55 I 3,702 (66.8) 









イギリス ｜ 総額 ｜ イギリス
19,o04 <18.4) I 24,246 c100) I 4,824 (57.6) 




< o.o) I 8,381 <100) 
1.994 C25.3) I 1‘886 (100) 
6,597 (68.8) I 9,587 <100) I 1,559 (51.7) I 614 (20.4) 
5,606 <11.4) I 1,241 <100) I 1,505 (42.9) I 1,118 (49.o) 










0 ( 0.0) 
亜麻仁油 ！ 獣
イギリス ｜ 総額 ｜ イギリス
5,994 (59.o) I 10,159 <100) I 34,39ヨ（93.4)
1,892 (55.3) I 14,283 <100) I 32,515 <19.8) 
4,667 (59.0 I 1。893<100) I 9、159(70.1) 
4,359 C51.1) I 1,636 <100) I 5,125 <10.3) 




1847 -50 I 532 < 2.5) I 1,190 (5.5) 
1851 -5s I t,884 c10.6) I 1弓653(9.3) 







343 <24.8) I o c o.o)









0 ( 0.0) 
小麦
イギリス ｜ トノレコ ｜ イタリア
4,222 <21.0) I o < o.o)I o < o.o)
4.o91 <21.6) I 4,161 <2s.2) I t,600 < 8.4) 
皮革
オースト97




0 ( 0.0) 
6,481包9.8)I 3,360 (15.5) I 3,826 <11.6) I 4,834 <22.3) 
6,255 C35.4) I 3.129 <11.1) I 3.401 <19.2) I 3,948 c22.3) 

















17,694 ( 100) 
33‘285 (100) 
オランダ
0 ( 0.0) 
376 ( 5.4) 
ライ麦
プロイセン
0 ( 0.0) 
220 ( 3.2) 
1847 -50 I 1,s29 (29.2) I 1,051 <20.1) 
1851 -55 I 1,448 03.s) I 610 <14.1) 
1856 -6οI 3.112 (35.9) I 2.620 (30.3) 
大
オランダ
0 ( 0.0) 
283 (18.5) 
s.234 <100) I 530 (56.4) 
4,316 c100) I 511 (65.3) 





























北欧諸国 ドイツ連邦諸邦 オランダ イギリス
ノ、ンザ都市 プロイセン オーストF 小言十
1827 1,939 ( 6.5) 913 ( 3.1) 1,567 ( 5.3) 1,460 ( 4.9) 3,940 ( 13.3) 4,524 (15.3) 8,963 (30.2) 
1828 2,921 (21.6) 1,011 ( 7.5) 2,098 (15.5) 330 ( 2.4) 3,439 (25.4) 4,402 (32.6) 1‘412 (10.4) 
1829 4,886 (14.9) 1,215 ( 3.7) 2,783 ( 8.5) 134 ( 0.4) 4, 132 (12.6) 5,007 (15.2) 13,304 (40.5) 
1830 5,590 ( 7.9) 3 796 ( 5.4) 2‘451 ( 3.5) l,796 ( 2.5) 8 043 (11.3) 4,118 ( 5.8) 14 108 (20.0) 
1831 5,217 ( 8.4) 2,587 ( 4.2) 287 ( 0.5) 1,892 ( 3.1) 4,766 ( 7.7) 7,474 (12.1) 23,343 (37.8) 
1832 8,781 (16.5) 2,158 ( 4.1) 2,784 ( 5.2) 2,324 ( 4.4) 7,266 (13.7) 6,122 (11.5) 3,374 ( 6.3) 
1833 1,102 ( 4.6) 69 ( 0.3) 1,959 ( 8.1) 1,156 ( 4.8) 3,184 (13.2) 3,008 ( 12.5) 1,110 ( 4.6) 
1834 298 ( 5.2) 1 ( 0.0) 1,165 (20.5) 267 ( 4.7) 1,433 (25.2) 1,135 (20.0) 153 ( 2.7) 
1835 71 ( 0.6) 0 ( 0.0) 355 ( 2.8) 1158 ( 9.0 1 513 (11.9) 257 ( 2.0) 427 ( 3.4) 
地中海諸国 その他 総 計
イベリア フランス イタリア トノレコ 小計
1827 79 ( 0.3) 241 ( 0.8) 802 ( 2.7) 9,104 (30.7) 10,226 (34.5) 67 ( 0.2) 29,636 (100) 
1828 22 ( 0.2) 440 ( 3.3) 528 ( 3.9) 314 ( 2.3) 1,304 ( 9.6) 33 ( 0.2) 13,513 (100) 
1829 14 ( 0.0) 1,284 ( 3.9) 1,024 ( 3.1) 3,211 ( 9.8) 5,533 (16.8) 124 ( 0.4) 32,873 (100) 
1830 5 ( 0.0) 3,564 ( 5.0) 12,522 (17.7) 22,621 (32.0) 38,712 (54.8) 274 ( 0.4) 70司621(100) 
1831 119 ( 0.2) 709 ( 1.1) 6,363 (10.3) 15,529 (25.1) 22,720 (36.8) 293 ( 0.5) 61,822 (100) 
1832 0 ( 0.0) 4,873 ( 9.2) 9,215 (17.3) 11,682 (22.0) 25,770 (48.5) 453 ( 0.9) 53,146 (100) 
1833 23 ( 0.1) 718 ( 3.0) 4,835 (20.1) 3,805 ( 15.8) 9,381 (39.0) 6,150 (25.6) 24,061 (100) 
1834 2 ( 0.0) 0 ( 0.0) 705 (12.4) 1,963 (34.5) 2,670 (46.9) 3 ( 0.1) 5,689 (100) 
1835 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 2.593 (20.4) 7‘877 (61.8) 10.470 (82.2) 0 ( 0.0) 12‘738 (100) 
典拠） Gt. Britain, ParliamentaηPapers, 1835, Vol. XLIX・I[52], pp. 541・543;1837, Vol. XLIX-1[86], pp. 204・205,
208・209;1837・38,Vol. XL VII-I [ 137], pp. 186・189;1851, Vol. LV・1[1408],pp. 33・50;1854・55,Vol. Lil・533[1855]' 
pp. 33・60;1861, Vol. LXI・481[2850],pp.28・43;1864, Vol. LX-4876 [3397], pp. 14・20.
図5 イギリス穀物輸入：市場内訳
5,000 
① 小麦（※1800-30年は小麦粉を含む。） (1,000クオー ター ）
5,000 
② 小麦粉（I,000クォー ター ）
一一一総計 合衆国・カナダ
盟 フランス 麗 オランダ フランス
4,000十． liI1 デ、ンマー ク 4,000 ロシア 合衆国
』＝ー一・同『嗣司 トルコ・エジプト ~ ドイツ諸邦 カナダ































O わ寸、~f喜I＂！令ffi't'l'rヤ？「；＇ I ＇：’I ＇’II’.，’：T，；竹汁？；守m’1’；’ i 目；￥n目：目：目； Tl
1800 1810 1820 1830 1840 185ο 1860 %を吸収する（表 10）。他に輸出
典拠） S. E. Fairlie, op. cit., pp. 417・419;Gt. Britain, ParliamentaηPapers, 
1825, Vol. XX・233[227],1831・32,Vol. XXXIV-307[426], Vol. XX.XIV- では穀物販路のオスマン帝国が









1800 1810 1820 
④大麦









































19 ( 0.1) 
70 ( 0.3) 
イギリス
1826 -30130『613(98.6) 
1831 -35 I 23.247 (99.3) 
1s41 -50 I 3,735 (96.o) 
1851 -55 I 956 (71.1) 
1856 -60 I 3.016 <11.6) 








1,416 <19.9) I 1,101 <100> I 2,551 <52.2) 
1.490 <18.9) I 1『887<100) I 2,674 (56.8) 
1.558 (46.0 I 3.378 <100) 
2.106 <12.8) I 3.115 <100> 












127 ( 5.7) 
515 (24.5) 





731 ( 9.8) 
石
総額 ｜イギリス
2,23s <100> I 1,004 (99.5) 
2Jo3 <100) I 645 (93.3) 















1826 -30 I 1,616 (35.4) 
1お1-35 I 2,642 (45.5) 
1糾1-50 I 1,102 C40.1> 
1851 -55 I 880 (36.7) 









総額 ｜イタリア｜ 総額 ｜フランス｜ 総額
4,564 c100) I 1,856 C44.6) I 4,163 <100) I 4,846 (42.1> I n,359 <100> 
5,so1 <100) I 1.534 C3o.6) I 5,001 <100> I 6.575 (51.0) I 12,900 <100) 
2.106 c100) I 1574 <s4.I) I 2,908 <100> I 3,616 (49.1) I 1,362 <100) 
2司396<100> I 1.091 C3t.9) I 3.424 <100> I 2,934 (43.5) I 6,152 <100) 
4.261 <100) I 2.536 (53.4) I 4,745 <100) I 3.439 (41.2) I 1.288 c100) 
イギリス
1826 -30 l 864 (49.6) 
1831 -35 I 2.074 (53.2) 
1847-501 6,216 (80.2) 
1851 -55 I 5,317 (60.8) 
1856 -60 I 8.971 (49.3) 
原
トノレコ
96 ( 5.5) 
823 (21.1) 
192 ( 2.5) 
228 ( 2.6) 
0 ( 0.0) 
染
総額 ｜イギリス
1,143 <100) I 5,533 <n.5) 
3.900 <100) I 5吟068(90.5) 
1句029(13.3) I 7,749 <100) I 1.445 (57.3) 
I.361 <15.6) I 8,738 <100) I 1,656 (54.3) 
5.9包6(32.6) I 18.t9o <100) I 2.444 (61.4) 
料（インディゴ）
オランダ｜ 総額
36 < o.5) I 1.B1 <100) 
92 < 1.6) I 5,602 <100) 
858 (34.o) I 2.s21 <100) 
483 <15.8) I 3,052 c100> 
997 <25.1) I 3.980 <100) 
ハンザ都市
1826 -30 I I.603 (69.8) 
1お1-35 I 2,853 (75.9) 
1841 -50 I t57o (64.7) 
1851 -55 I 1.578 (66.0) 




175 ( 7.6) 












21,368 <100> I o ? 
23,289 <100> I 6,867 <100) 
6,612 <100) I 5.584 (99.9) 
5.486 <100) I 6,129 (99.8) 











イギリス フランス オランダ・ベルギ』 プロイセン オーストリア ハンザ都市 デンマーク・ズンド鰍
1827 105,649 (50.4) 8,394 ( 4.0) 11,792 ( 5.6) 13,274 ( 6.3) 9,510 ( 4.5) 7,374 ( 3.5) 10,761 ( 5.1) 
1828 89,565 (52.0) 7,430 ( 4.3) 10,349 ( 6.0) 13,198 ( 7.7) 8,708 ( 5.1) 7,120 ( 4.1) 12,627 ( 7.3) 
1829 97,739 (51.9) 11,308 ( 6.0) 12,041 ( 6.4) 14,202 ( 7.5) 7,748 ( 4.1) 8,811 ( 4.7) 16,262 ( 8.6) 
1830 96.221 (42.2) 13 605 ( 6.0) 13 256 ( 5.8) 18.837 ( 8.3) 8.793 ( 3.9) 12 022 ( 5.3) 9.950 ( 4.4) 
1831 119,920 (54.7) 3,802 ( 1.7) 13,531 ( 6.2) 12,432 ( 5.7) 10,924 ( 5.0) 7,770 ( 3.5) 6,201 ( 2.8) 
1832 95,512 (43.3) 10,822 ( 4.9) 12,060 ( 5.5) 17,032 ( 7.7) 13,771 ( 6.2) 7,623 ( 3.5) 16,428 ( 7.5) 
1833 lll,248 (51.0) 10,874 ( 5.0) 8,349 ( 3.8) 14,655 ( 6.7) 14,609 ( 6.7) 5,735 ( 2.6) 9,290 ( 4.3) 
1834 105,578 (53.2) 10,672 ( 5.4) 8,993 ( 4.5) 12,722 ( 6.4) 10,318 ( 5.2) 5,315 ( 2.7) 6,260 ( 3.2) 
1835 90,293 (46.6) 8 281 ( 4.3) 10 267 ( 5.3) 11.253 ( 5.8) 10.953 ( 5.7) 6 138 ( 3.2) 5,455 ( 2.8) 
1847 46,507 (34.7) 20,984 (15.6) 11,193 ( 8.3) 10,710 ( 8.0) 4,790 ( 3.6) 3,131 ( 2.3) 18,779 (14.0) 
1848 39,943 (52.6) 3,192 ( 4.2) 3,606 ( 4.7) 3,344 ( 4.4) 3,262 ( 4.3) 1,548 ( 2.0) 6,186 ( 8.1) 
1849 40,547 (48.6) 4,557 ( 5.5) 5,833 ( 7.0) 4,356 ( 5.2) 5,133 ( 6.2) 1,657 ( 2.0) 7,505 ( 9.0) 
1850 41.531 (50.0) 4 150 ( 5.0) 5 335 ( 6.4) 5‘259 ( 6.3) 4.576 ( 5.5) l 354 ( 1.6) 6,936 ( 8.3) 
1851 39,103 (46.5) 2,610 ( 3.1) 6,555 ( 7.8) 8,751 (10.4) 4,800 ( 5.7) 1,537 ( 1.8) 6,633 ( 7.9) 
1852 42,883 (42.9) 6,941 ( 6.9) 8,114 ( 8.1) 10,376 (10.4) 5,709 ( 5.7) 1,960 ( 2.0) 5,869 ( 5.9) 
1853 66,956 (48.7) 15,160 (11.0) 9,674 ( 7.0) 13,496 ( 9.8) 7,640 ( 5.6) 2,697 ( 2.0) 2,744 ( 2.0) 
1854 12,345 (23.1) 3,327 ( 6.2) 4,392 ( 8.2) 18,660 (34.9) 8,351 (15.6) 915 ( 1.7) 442 ( 0.8) 
1855 118 ( 0.4) 44 ( 0.2) 122 ( 0.4) 18.083 (65.7) 6.357 (23.1) 330 ( 1.2) 119 ( 0.4) 
1856 64,172 (43.7) 16,870 (11.5) 11,421 ( 7.8) 18,955 (12.9) 7,155 ( 4.9) 3,956 ( 2.7) 4,547 ( 3.1) 
1857 72,274 (47.1) 14,275 ( 9.3) 12,235 ( 8.0) 17,796 (11.6) 7,429 ( 4.8) 4,568 ( 3.0) 5,767 ( 3.8) 
1858 65,941 (48.3) 16,249 (11.9) 9,853 ( 7.2) 15,436 (11.3) 6,262 ( 4.6) 2,655 ( 1.9) 3,097 ( 2.3) 
1859 76,265 (51.0) 12,543 ( 8.4) 9,332 ( 6.2) 16,528 (11.1) 6,641 ( 4.4) 4,378 ( 2.9) 1,958 ( 1.3) 
1860 85.006 (51.5) 12 070 ( 7.3) 12 118 ( 7.3) 19.928 (12.1) 6.064 ( 3.7) 5.262 ( 3.2) 4‘472 ( 2.7) 
②輸入
イギリス フランス オランダ・ベルギー プロイセン オーストリア ハンザ都市 デン7』ク・1ンド梅帳
1827 70,422 (41.2) 11,711 ( 6.9) 4,508 ( 2.6) 5,090 ( 3.0) 7,867 ( 4.6) 23,266 ( 13.6) 993 ( 0.6) 
1828 65,027 (36.4) 12,282 ( 6.9) 3,204 ( 1.8) 10,855 ( 6.1) 8,044 ( 4.5) 24,515 (13.7) 1,330 ( 0.7) 
1829 72,971 (41.2) 10,117 ( 5.7) 4,995 ( 2.8) 5,421 ( 3.1) 1, 703 ( 6.6) 23,991 (13.6) 2,039 ( 1.2) 
1830 64‘201 (39.5) 11 289 ( 6.9) 4.642 ( 2.9) 5.493 ( 3.4) 9.941 ( 6.1) 21.259 (13.1) 829 ( 0.5) 
1831 63,273 (40.8) 10,148 ( 6.5) 3,765 ( 2.4) 3,677 ( 2.4) 7,161 ( 4.6) 20,980 (13.5) 1,042 ( 0.7) 
1832 59,860 (35.2) 12,611 ( 7.4) 5,510 ( 3.2) 7,229 ( 4.3) 12,461 ( 7.3) 28,654 (16.9) 1,570 ( 0.9) 
1833 57,862 (34.8) 13,421 ( 8.1) 5,686 ( 3.4) 6,674 ( 4.0) 1 l ,o28 ( 6.6) 23,575 (14.2) 1,152 ( 0.7) 
1834 63,536 (33.0) 12,530 ( 6.5) 6,205 ( 3.2) 16,451 ( 8.5) 11,158 ( 5.8) 27,871 (14.5) 2,498 ( 1.3) 
1835 71.360 (36.3) 14.438 ( 7.3) 7‘156 ( 3.6) 9‘416 ( 4.8) 11.590 ( 5.9) 26.414 (13.4) 1 514 ( 0.8) 
1847 22,191 (30.6) 8,693 (12.0) 8,926 (12.3) 7,082 ( 9.8) 3,082 ( 4.3) 7,206 (10.0) 317 ( 0.4) 
1848 26,390 (35.0) 7,781 (10.3) 6,571 ( 8.7) 6,130 ( 8.1) 2,755 ( 3.7) 7,384 ( 9.8) 263 ( 0.3) 
1849 27,411 (34.1) 8,949 ( 11.1) 4,859 ( 6.0) 7,090 ( 8.8) 3,204 ( 4.0) 6,916 ( 8.6) 243 ( 0.3) 
1850 25.356 (33.3) 8 352 (11.0) 4.298 ( 5.6) 7‘336 ( 9.6) 3.101 ( 4.1) 5.819 ( 7.6) 155 ( 0.2) 
1851 26,559 (30.5) 8,477 ( 9.7) 3,566 ( 4.1) 13,938 (16.0) 6,684 ( 7.7) 5,930 ( 6.8) 234 ( 0.3) 
1852 24,642 (29.6) 8,638 (10.4) 3,671 ( 4.4) 13,723 (16.5) 5,899 ( 7.1) 5,292 ( 6.4) 234 ( 0.3) 
1853 27,888 (31.3) 7,789 ( 8.7) 3,665 ( 4.1) 15，判4(17.3) 5,869 ( 6.6) 6,507 ( 7.3) 337 ( 0.4) 
1854 8,760 (16.1) 4,034 ( 7.4) 1,576 ( 2.9) 20,139 (37.0) 4,902 ( 9.0) 3,660 ( 6.7) 72 ( 0.1) 
1855 935 ( 1.7) 988 ( 1.8) 281 ( 0.5) 42.930 (76.4) 7.223 (12.9) 376 ( 0.7) 41 ( 0.1) 
1856 22,284 (21.2) 6,210 ( 5.9) 5,979 ( 5.7) 33,498 (31.9) 8,704 ( 8.3) 7,521 ( 7.2) 1,133 ( 1.1) 
1857 38,884 (29.5) 9,103 ( 6.9) 10,997 ( 8.3) 25,860 (19.6) 7,138 ( 5.4) 11,898 ( 9.0) 1,207 ( 0.9) 
1858 40,634 (31.7) 10,941 ( 8.5) 9,317 ( 7.3) 21,559 (16.8) 7,616 ( 5.9) 10,990 ( 8.6) 687 ( 0.5) 
1859 45,453 (33.4) 10,419 ( 7.7) 8,111 ( 6.0) 25,143 (18.5) 6,778 ( 5.0) 10,887 ( 8.0) 116 ( 0.1) 
1860 43 659 (32.1) 10‘781 ( 7.9) 8.652 ( 6.4) 25.114 (18.5) 7 022 ( 5.2) 11.501 ( 8.5) 102 ( 0.1) 
※ 1834 -35年は紙幣ループリ、 1846-60年は銀ループリ。
※ハンザ都市はプロイセン・オーストリア以外のドイツ連邦諸邦を、イタリアはサノレディニア、 トスカーナ、シ
鳥取大学大学教育支援機構教育センタ一紀要第 7号（2010) 41 
(1,000ループリ）
スウェーデン・｝Iレウェー スペイン・ポルトガlレ イタリア トノレコ 新大陸 合計
4,196 ( 2.0) 2,660 ( 1.3) 9,414 ( 4.5) 13,661 ( 6.5) 11,331 ( 5.4) 209,792 (100) 
2,874 ( 1.7) 2,591 ( 1.5) 1,215 ( 0.7) 1,355 ( 0.8) 13,669 ( 7.9) 172,137 (100) 
3,153 ( 1.7) 1,613 ( 0.9) 1,263 ( 0.7) 4,751 ( 2.5) 8,775 ( 4.7) 188,275 (100) 
3‘235 ( 1.4) 3,170 ( 1.4) 15,578 ( 6.8) 29,217 (12.8) 4,658 ( 2.0) 228,118 (100) 
3,184 ( 1.5) 2,008 ( 0.9) 7,315 ( 3.3) 22,134 ( 10.1) 9,286 ( 4.2) 219,296 (100) 
3,499 ( 1.6) 1,338 ( 0.6) 10,263 ( 4.7) 21,670 ( 9.8) 8,586 ( 3.9) 220,406 (100) 
3,377 ( 1.5) 1,144 ( 0.5) 6,170 ( 2.8) 17,454 ( 8.0) 13,464 ( 6.2) 218,225 (100) 
3,481 ( 1.8) 1,100 ( 0.6) 3,871 ( 2.0) 16,517 ( 8.3) 10,673 ( 5.4) 198,444 (100) 
3,534 ( 1.8) 3.249 ( 1.7) 3、439( 1.8) 22.967 (11.9) 13.030 ( 6.7) 193‘641 (100) 
1,794 ( 1.3) 345 ( 0.3) 6,143 ( 4.6) 6,308 ( 4.7) 2,146 ( 1.6) 134,112 (100) 
1,283 ( 1.7) 620 ( 0.8) 4,686 ( 6.2) 6,169 ( 8.1) 1,528 ( 2.0) 75,937 (100) 
1,623 ( 1.9) 504 ( 0.6) 3,503 ( 4.2) 5,144 ( 6.2) 2,529 ( 3.0) 83,381 (100) 
1,505 ( 1.8) 366 ( 0.4) 3.312 ( 4.0) 6,139 ( 7.4) 2.321 ( 2.8) 83,133 000) 
2,068 ( 2.5) 590 ( 0.7) 2,708 ( 3.2) 6,102 ( 7.3) 2,091 ( 2.5) 84,073 (100) 
2,321 ( 2.3) 566 ( 0.6) 4,714 ( 4.7) 7,255 ( 7.3) 2,034 ( 2.0) 100,050 ( 100) 
2,479 ( 1.8) 680 ( 0.5) 6,845 ( 5.0) 5,820 ( 4.2) 2,566 ( 1.9) 137,406 (100) 
840 ( 1.6) 31 ( 0.1) 1,976 ( 3.7) 1,496 ( 2.8) 329 ( 0.6) 53,521 (100) 
207 ( 0.8) 0 ( 0.0) 3 ( 0.0) 351 ( 1.3) 24 ( 0.1) 27.524 (100) 
4,855 ( 3.3) 696 ( 0.5) 3,686 ( 2.5) 6,977 ( 4.8) 2,372 ( 1.6) 146,771 (100) 
3,166 ( 2.1) 953 ( 0.6) 3,883 ( 2.5) 8,368 ( 5.5) 2,263 ( 1.5) 153,419 (100) 
1,540 ( 1.1) 550 ( 0.4) 4,018 ( 2.9) 8,285 ( 6.1) 1,755 ( 1.3) 136,487 (100) 
1,822 ( 1.2) 503 ( 0.3) 8,804 ( 5.9) 8,239 ( 5.5) 2,113 ( 1.4) 149,395 (100) 
1 990 ( 1.2) 322 ( 0.2) 3.850 ( 2.3) 1‘605 ( 7.0) 2.334 ( 1.4) 165‘183 (100) 
(1,000ループリ）
スウェーデン・ノルウェー スペイン・ポルトガル イタリア トノレコ 新大陸 合計
2,820 ( 1.7) 18,810 (11.0) 4,005 ( 2.3) 10,611 ( 62) 9,960 ( 5.8) 170,770 (100) 
2,628 ( 1.5) 21,400 (12.0) 4,541 ( 2.5) 4,253 ( 2.4) 20,336 ( 11.4) 178,838 (100) 
1,869 ( 1.1) 25,093 (14.2) 3,565 ( 2.0) 4,002 ( 2.3) 10,361 ( 5.9) 176,919 (100) 
2.618 ( 1.6) 3,964 ( 2.4) 3,655 ( 2.2) 9.000 ( 5.5) 25,306 (15.6) 162.716 (100) 
2,733 ( 1.8) 4,491 ( 2.9) 3,164 ( 2.0) 11,357 ( 7.3) 22,102 (14.3) 155,049 (100) 
2,590 ( 1.5) 4,011 ( 2.4) 2,579 ( 1.5) 11,882 ( 7.0) 20,494 (12.1) 170,000 (100) 
3,151 ( 1.9) 4,822 ( 2.9) 4,073 ( 2.5) 13,400 ( 8.1) 21,039 (12.7) 166,107 (100) 
3,586 ( 1.9) 4,507 ( 2.3) 4,151 ( 2.2) 19,848 (10.3) 21,210 (11.0) 192,491 (100) 
4,196 ( 2.1) 4,612 ( 2.3) 4,689 ( 2.4) 13,584 ( 6.9) 26,505 (13.5) 196.502 (100) 
1,531 ( 2.1) 2,594 ( 3.6) 1,935 ( 2.7) 4,233 ( 5.8) 3,936 ( 5.4) 72,408 (100) 
860 ( 1.1) 2,956 ( 3.9) 3,085 ( 4.1) 4,336 ( 5.7) 5,593 ( 7.4) 75,444 ( 100) 
1,614 ( 2.0) 3,365 ( 4.2) 3,227 ( 4.0) 4,695 ( 5.8) 7,427 ( 9.2) 80,344 (100) 
1,570 ( 2.1) 3今616( 4.8) 3,113 ( 4.1) 4.316 ( 5.7) 8.267 (10.9) 76.107 (100) 
1,921 ( 2.2) 2,411 ( 2.8) 3,426 ( 3.9) 3,805 ( 4.4) 8,836 ( 10.2) 87,053 (100) 
1,514 ( 1.8) 3,180 ( 3.8) 2,818 ( 3.4) 4,587 ( 5.5) 7,696 ( 9.3) 83,118 (100) 
1,505 ( 1.7) 4,269 ( 4.8) 2,976 ( 3.3) 4,661 ( 5.2) 7,071 ( 7.9) 89,231 (100) 
436 ( 0.8) 1,884 ( 3.5) 1,054 ( 1.9) 2,700 ( 5.0) 4,572 ( 8.4) 54,425 ( 100) 
206 ( 0.4) 117 ( 0.2) 77 ( 0.1) 2 064 ( 3.7) 145 ( 0.3) 56.173 (100) 
1,736 ( 1.7) 1,529 ( 1.5) 2,139 ( 2.0) 6,549 ( 6.2) 5,493 ( 5.2) 104,995 (100) 
1,640 ( 1.2) 2,439 ( 1.9) 4,492 ( 3.4) 8,482 ( 6.4) 8,327 ( 6.3) 131,775 (100) 
1,671 ( 1.3) 2,721 ( 2.1) 5,085 ( 4.0) 6,864 ( 5.4) 7,973 ( 6.2) 128,175 (100) 
2,361 ( 1.7) 2,712 ( 2.0) 4,110 ( 3.0) 7,884 ( 5.8) 10,823 ( 7.9) 136,186 (100) 
2.343 ( 1.7) 3.107 ( 2.3) 5‘432 ( 4.0) 8 490 ( 6.2) 7 615 ( 5.6) 135‘893 (100) 
チリアを、 トルコはモノレダヴィア・ワラキアを、新大陸は合衆国・西インド・南米を含む。
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イギY.A 77ンス オうンダ プロイセン ハンザ都市 デンマーク スペイン イタY7 トlレコ アメ付 -g、きロLI 
1827 35,227 ・3,317 7,284 8,184 ・15,892 9,768 ・16,150 5,409 3,050 1,371 39,022 
1828 24,538 ・4,852 7,145 2,343 ・17,395 11,297 ・18,809 ・3,326 ・2,898 ・ 6,667 ・6,701
1829 24,768 1,191 7,046 8,781 ・15,180 14,223 -23,480 ・2,302 749 - 1,586 11,356 
1830 32 020 2.316 8.614 13.344 ・ 9.237 9.121 -794 11923 20.217 ・20‘648 65.402 
1831 56,647 同 6,346 9,766 8,755 ー13,210 5,159 ・2,483 4,151 10,777 ・12,816 64,247 
1832 35,652 -1,789 6,550 9,803 -21,031 14,858 -2,673 7,684 9,788 ・11,908 50,406 
1833 53,386 ・2,547 2,663 7,981 -17,840 8,138 幽 3,678 2,097 4,054 7,575 52,118 
1834 42,042 -1,858 2,788 ・3,729 ・22,556 3,762 ・3,407 ・280 ・3,331 ”10,537 5,953 
1835 18,933 ・6‘157 3,111 1,837 ・20276 3,941 ・1,363 -I 250 9,383 ・13,475 ー2,861
1847 24,316 12,291 2,267 3,628 -4,075 18,462 ・2,249 4,208 2,075 -1,790 61,704 
1848 13,553 ・4,589 帽 2,%5 ・2,786 ・5,836 5,923 ・2,336 1,601 1,833 ・4,065 493 
1849 13,136 ・4,392 974 ・2,734 ・5,259 7,262 ・2,861 276 449 -4,898 3,037 
1850 16,175 ・4,202 1,037 ・2,077 ・4,465 6,781 ・3,250 199 1,823 ・5,946 7,026 
1851 12,544 ・5,867 2,989 圃 5,187 ・4,393 6,399 -1,821 -718 2,297 ・6,745 ・2,980
1852 18,241 -1,697 4,443 ・3,347 ・3,332 5,635 ・2,614 1,896 2,668 ・5,662 16,932 
1853 39,068 7,371 6,009 -1,948 ・3,810 2,407 ・3,589 3,869 1,159 ・4,505 48,175 
1854 3,585 -707 2ヲ816 -1,479 噌 2,745 370 -1,853 922 -1,204 ・4,243 ・904
1855 ・817 ・944 ・159 ・24,847 ・46 78 ・117 院 74 -1,713 -121 ・28‘649
1856 41,888 10,660 5,442 ・14,543 ・3,565 3,414 ・833 1,547 428 ・3,121 41,776 
1857 33,390 5,172 1,238 ・8‘064 -7,330 4,560 -1,486 ・609 ・114 ・6,064 21,644 
1858 25,307 5,308 536 ・6,123 ・8,335 2,410 ・2,171 -1,067 1,421 ・6,218 8,312 
1859 30,812 2,124 1,221 ・8,615 ・6,509 1,842 ・2,209 4,694 355 ・8,710 13,209 





典拠） Gt. Britain, Parliamentary Pa戸町 1837・38,Vol. XLVII・1[ 137], p. 184; 1851, Vol. LV・1[1408] [1408-11], pp. 33・
50; 1854・55,Vol. Lil・533[1855], p. 30; 1861, Vol. LXI・481[2850]' pp. 24・27;1864, Vol. LX・487[3397]' pp. 12・13.
図7 ロシア海外貿易：市場構造


























1834 I 770 ( 4.9) 
1835 I 842 < 4.9) 
ベルシア
2,221 (14.l) 
2,263 ( 13. l) 
キルギス lブハラ
4,600 (29.2) I sis < s.2) 










1－7’今J  E－56 
1846 519 ( 4.9) 530 ( 5.1) 1,252 (11.9) 380 ( 3.6) 284 ( 2.7) 7,222 (68.9) 10,487 (100) 
1847 558 ( 5.3) 656 ( 6.2) 1,477 (14.0) 367 ( 3.5) 269 ( 2.6) 6,974 (66.2) 10,537 (100) 
1848 480 ( 5.6) 655 ( 7.6) 1,593 (18.4) 247 ( 2.9) 224 ( 2.6) 5,468 (63.3) 8,644 (100) 
1849 467 < s：；~ 674 ( 7.5) 1,556 (17.3) 369 ( 4.1) 474 ( 5.3) 5,369 (59.5) 9,019 p~~ 
1850 606 ( 5 906 ( 8.1) 1.771 ( 15.8) 357 ( 3.2) 292 2.6) 7 127 (63.5) 11.222 1 
1851 636 ( 5.7) 886 ( 8.0) 1,703 (15.3) 360 ( 3.2) 370 ( 3.3) 7,033 (63.1) 11,140 (100) 
1852 1,082 ( 8.7) 897 ( 7.2) 1,613 (13.0) 307 ( 2.5) 325 ( 2.6) 8,120 (65.4) 12,423 ( 100) 
1853 876 (11.0) 795 (10.0) 1,943 (24.4) 308 ( 3.9) 372 ( 4.7) 3,579 (44.9) 7,968 (100) 
1854 1 ( 0.0) 811 ( 8.2) 1,667 (16.8) 435 ( 4.4) 370 ( 3.7) 6,492 (65：~~ 9,908 (100) 
1855 0 0.0) 992 ( 9.6) 1.826 (17.6) 411 ( 4.0) 288 2.8) 6 771 (65 10.347 (100) 
1856 661 ( 6.2) 898 ( 8.5) 2,119 (20.0) 399 ( 3.8) 343 ( 3.2) 6,156 (58.1) 10,593 (100) 
1857 1,228 (10.3) 876 ( 7.3) 2,566 (21.5) 539 ( 4.5) 605 ( 5.1) 6,109 (51.1) 11,945 (100) 
1858 778 ( 6.5) 1,226 (10.3) 2,824 (23.7) 687 ( 5.8) 606 ( 5.1) 5,768 (48.4) 11,909 (100) 
1859 1,107 ( 8.5) 1,217 ( 9.4) 2,925 (22.5) 1,291 ( 9.9) 504 ( 3.9) 5,940 (45.7) 12,994 (100) 
1860 1,689 (12.7) 1,098 ( 8.2) 2,887 (21.6) 1,627 (12.2) 287 ( 2.1) 5,856 (43.9) 13,351 (100) 
入
672 ( 3.1) 
1,006 ( 4.3) 
(l,000ループリ）
5,929 <21.6) I 4,545 <21.2) I 1,600 < 7.5) I 1,055 < 4.9) I 7,335 (34.2) I 21,441 <100) 
6,596 (28.5) I 3,943 01.0) I 2,333 <10.0 I 926 < 4.o) I 7,415 (32.0 I 23,131 <100) 
1846 741 ( 5.1) 3,109 (21.4) 1,442 ( 9.9) 758 ( 5.2) 460 ( 3.2) 7,318 (50.3) 14,539 (loo) 
1847 592 ( 4.1) 3,827 (26.2) 1,404 ( 9.6) 598 ( 4.1) 327 ( 2.2) 7,049 (48.3) 14,593 (100) 
1848 865 ( 6.4) 3,958 (29.4) 1,451 (10.8) 685 ( 5.1) 481 ( 3.6) 5,484 (40.7) 13,471 (100) 
1849 907 ( 6.6) 3,985 (28.9) ~：~！~ ig：~~ 534 ( 3.9) 556 ( 4.0) ,483 (39.7) 13,806 (I~~ 1850 624 4.0) 3.801 (24.1) 470 3.0) 608 ( 3.9) 7.446 (47.3) 15.744 (1 
1851 582 ( 3.7) 3,875 (24.6) 1,747 (11.1) 310 ( 2.0) 516 ( 3.3) 7,432 (47.2) 15,734 (100) 
1852 929 ( 5.6) 2,782 (16.7) 2,318 (13.9) 685 ( 4.1) 403 ( 2.4) 8,425 (50.6) 16,649 (100) 
1853 811 ( 6.8) 3,033 (25.5) 2,025 (17.0) 936 ( 7.9) 608 ( 5.1) 3,592 (30.2) 11,908 (100) 
1854 489 ( 3.1) 3,634 (23.3) 1,596 (10.2) 1,098 ( 7.0) 560 ( 3.6) 7,441 (47.7) 15,601 (l~~ 
1855 150 0.9) 4.241 (26.1) 2.294 (14.1) 953 5.9) 653 ( 4.0) 7 234 (44.5) 6.254 (1 
1856 422 ( 2.5) 4,242 (25.0) 2,969 (17.5) 1,137 ( 6.7) 851 ( 5.0) 6,421 (37.8) 17,002 (100) 
1857 485 ( 2.5) 3,977 (20.6) 3,598 (18.6) 1,367 ( 7.1) 761 ( 3.9) 7,542 (39.0) 19,347(100) 
1858 725 ( 3.5) 4,114 (19.9) 4,398 (21.3) 1,336 ( 6.5) 865 ( 4.2) 7,474 (36.2) 20,624 (100) 
1859 1,953 ( 9.1) 3,823 (17.9) 5,696 (26.6) 1,150 ( 5.4) 850 ( 4.0) 7,574 (35.4) 21,404 (100) 













-1,581 I ”5,709 
-1,101 I ・5,822
1846 ・222 ・2,579 -190 ・378 ・176 ・ 96 ・4,052
1847 ・ 34 ・3,171 73 ・231 輔 58 -75 ・4,056
1848 ・385 ・3,303 142 ・438 ・257 ・ 16 ・4,827
1849 開 440 ・3,311 30 ・165 ・ 82 -114 ・4,787
1850 18 -2.895 ・174 ・113 ・316 ・319 ・4.522
1851 54 ・2,989 ・ 44 50 ・146 同 399 ・4,594
1852 153 -1,885 -705 ・378 78 ・305 ・4,226
1853 65 ・2,238 ・ 82 ・628 ・236 ・ 13 ・3,940
1854 -488 ・2,823 71 ・663 -190 ・949 ・5,693
1855 ・150 -3249 ・468 ・542 ・365 ・463 ・5.907
1856 239 ・3,344 -850 ー738 ・508 ・265 ”6.409 
1857 743 ・3,101 -1,032 ・828 ・156 -1,433 -7,402 
1858 53 ・2,888 -1,574 ・649 ・259 -1,706 ・8,715
1859 ・846 ・2,606 -2,771 141 -346 -1,634 ・8,410
1860 -488 ・2,661 -2,660 73 ・399 ー1,269 -7,770 
※ 1834 -35年は紙幣ループ‘リ、 1846-60年は銀ループリ。
典拠） Gt. B向 in,Parliament，的 Papers,1837, Vol. XLIX・I[ 86], pp. 206・207,210・211;1851, Vol. LV-1 [1408] 
[1408・I],pp. 45・50;1854・55,Vol. LII-533 [ 1855], pp. 53・60;1861, Vol. L沼・481[2850]' pp. 24・27;1864, Vol. 




























の90%を吸収する（図 11）。 19世紀前半において同港の輸出は2,000万銀ループリから 4,000万銀
















アノレハンゲリスク 5月 10日－ 10月 10日 153日
聖ベテルブルク 4月20日一 10月20日 183日
リ ガ 1月20日－ 12月 10日 324日
レヴ、アル 1月 10日－ 12月 10日 334日
オデッサ 1月 10日－ 12月 20日 344日
45 












1830 1840 1850 1860 1830 1840 1850 1860 
典拠） M. L. Harvey，“The Development of Russian Commerce on the Black Sea and Its Significance”，Ph.D. dis., Univ. of 
California, 1938, pp. 84, 121-125, 344, 355; Gt. Britain, Par/iamentaηPapers, 1861, Vol. LXI-481 [ 2850], pp. 20・21.
図9 ロシア船舶寄港
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典拠） M. L. Harve小op.cit., pp. 368・369,372・373.
1840 1850 1860 
46 武田元有： 19世紀前半におけるロシア黒海貿易と南下政策
c）市場構造 輸出品目の主力である船舶用品・工業原料の仕向け先はイギリスである。 1838
年の販路を見る場合（表 14）、船舶用品では大麻の 66%、亜麻の 99%、木材の 97%、鉄の 63% 
が、各種油脂では亜麻仁油の 64%、獣脂の 88%が、他に繊維・皮革原料では獣毛の 75%、羊毛
の 94%、獣皮の 79%が、いずれもイギリス向けであった。（37）対するイギリスも船舶用品の調達
は 18世紀以来バルト海世界＝北東欧（就中ロシア）に依存し、うち木材は 1820年代よりカナダへ



































































1830 1840 1850 1860 
典拠） Gt. Britain, Parliamentary Papers, 1837・38,Vol. 
XL VII・I[137〕， p.192; 1844, Vol. XLVI・529[596]' p. 3; 
1851, Vol. LV・I[1408], pp. 25・26;1854・55,Vol. LII・533
[1855], pp. 23・24;1861, Vol. L沼・481[2850], pp. 16-17; 
1864, Vol. LX487[3397]' p. 8. 
典拠） Gt. Britain, Parliamentary h戸rs,1836, Vol. XVI-1 
[54]' pp. 460・462;1843, Vol. LVII-897[515], pp. 119, 
130, 135・136;1841, session 1, Vol. XXIV-1 [303], p. 406; 
1844, Vol. XLVI・529[596],p. 3; 1854・55,Vol. Lii・533
[1855], p. 65; 1861, Vol. LXI・481[2850 J'pp. 20・23;




























1860 1830 1840 1850 1855 
典拠） Gt. Britain, Parlian附 taryPa戸rs,1836, Vol. 
XVI-I [54J, pp. 46ふ462;1843, Vol. L VII・897[515],
pp. 119, 130, 135・136;1841, session l, Vol. X刃V
・1C303],p. 406; 1844, Vol. XLVI・529[596],p. 3. 
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1830 1840 1850 1855 
典拠） M. L. Harvey, op. cit., pp. 379・390.
表13 聖ベテルブ、ルク海外貿易：品目内訳
．「
品目 1834 1835 
大麻 14,945 (12.5) 15,822 (15.0) 
亜麻 2,445 ( 2.0) 1,610 ( 1.5) 
灰汁 2,267 ( 1.9) 2,146 ( 2.0) 
獣脂・蝋燭 44,081 (36.9) 30,945 (29.4) 
皮革 6,571 ( 5.5) 3,237 ( 3.1) 
鉄 3,120 ( 2.6) 5,389 ( 5.1) 
銅 11,623 ( 9.7) 6,773 ( 6.4) 
獣毛 4,300 ( 3.6) 4,547 ( 4.3) 
ロープ 1,227 ( 1.0) 1,012 ( 1.0) 
麻織物 7,427 ( 6.2) 8,212 ( 7.8) 
穀物 3 ( 0.0) 20 ( 0.0) 
その他 21.434 (17.9) 25。665(24.4) 
計 119.449 (100 ) 105.361 ( 100 ) 
） ．”~ , ~ 
品目 1834 1835 
金・銀 7,107 ( 4.2) 5,771 ( 3.5) 
綿糸 39,242 (22.9) 40,937 (25.1) 
原綿 3,147 ( 1.8) 5,614 ( 3.4) 
コーヒー 4,755 ( 2.8) 3,854 ( 2.4) 
砂糖 31,051 (18.1) 29,651 (18.2) 
香料 650 ( 0.4) 455 ( 0.3) 
絹織物 5,780 ( 3.4) 5,213 ( 3.2) 
毛織物 6,040 ( 3.5) 5,089 ( 3.1) 
綿織物 3,601 ( 2.1) 3,385 ( 2.1) 
麻織物 584 ( 0.3) 539 ( 0.3) 
葡萄酒 9,021 ( 5.3) 9,181 ( 5.6) 
薬品・染料 1,258 ( 0.7) 1,504 ( 0.9) 
その他 58 875 (34.4) 51.899 (31.8) 












22,375 (16.3) 5,403 (14.8) 
9,088 ( 6.6) 1,689 ( 4.6) 
3,678 ( 2.7) 948 ( 2.6) 
43,214 (31.4) 13,836 (37.9) 
2,140 ( 1.6) 1,204 ( 3.3) 
4,158 ( 3.0) 977 ( 2.7) 
5,418 ( 3.9) 1,188 ( 3.3) 
7,100 ( 5.2) 1,841 ( 5.0) 
1,082 ( 0.8) 343 ( 0.9) 
7,723 ( 5.6) 1,980 ( 5.4) 
2,551 ( 1.9) 145 ( 0.4) 
26 317 (19.1) 6,565 (18.0) 
137.525 (100 ) 36.536 (100) 
1838 1840 
1,780 ( 0.9) 3,360 ( 5.5) 
45,629 (24.2) 9,727 (15.9) 
6,941 ( 3.7) 2,157 ( 3.5) 
3,477 ( 1.8) 1,889 ( 3.1) 
39,059 (20. 7) 11,818 ( 19.4) 
325 ( 0.2) 169 ( 0.3) 
6,754 ( 3.6) 2,738 ( 4.5) 
6,682 ( 3.5) 2,542 ( 4.2) 
3,107 ( 1.6) 1,141 ( 1.9) 
870 ( 0.5) 236 ( 0.4) 
10,164 ( 5.4) 3,559 ( 5.8) 
1,639 ( 0.9) 
62.003 (32.9) 21.547 (35.3) 
188‘437 (100) 61.026 ( 100 ) 
※ 1834・35・38年は紙幣ループリ。 1840・42年は銀ルー プ、リ。
(I,000チェトベルチ）
1850 1855 
、官？？ - -, 
1842 
3,871 ( 11.6) 
2,134 ( 6.4) 
1,135 ( 3.4) 
11,082 (33.l) 
1,094 ( 3.3) 
1,013 ( 3.0) 
923 ( 2.8) 
2,099 ( 6.3) 
326 ( 1.0) 
1,613 ( 4.8) 
22 ( 0.1) 
7.847 (23.5) 
33.430 ( 100 ) 
、.、，、，、， ，，， 
1842 
594 ( 0.9) 
11,333 (18.l) 
2,965 ( 4.7) 
2,178 ( 3.5) 
12,955 (20.7) 
148 ( 0.2) 
2,149 ( 3.4) 
3,006 ( 4.8) 
705 ( 1.1) 
195 ( 0.3) 
3,540 ( 5.6) 
22‘094 (35.2) 
62司680(100) 
典拠） Gt. Bぬ in,Parliamentary Papers, 1836, Vol. XL VI・1[54], p. 462; 1837, Vol. XLIX・1[86]' p. 214; 1840, 
Vol. XLIII・437[275],p. 237; 1843, Vol. LVII・897[515], p. 148; 1844, Vol. XL VI・529[596]' p. 3. 
鳥取大学大学教育支援機構教育センタ一紀要第 7号（2010) 49 
表14 聖ベテルブルク輸出貿易：主要品目の市場内訳（1838年）
ロ口 目 （単位） イギリス アメリカ フランス その他 計
大麻 pood 1,479,865 (66.1) 245,909 (11.0) 149,114 ( 6.7) 362,491 (16.2) 2,237,379 (100) 
亜麻 pood 895,481 (99.2) 443 ( 0.0) 641 ( 0.1) 6,527 ( 0.7) 903,122 (100) 
木材 st. dls 2,304, 768 (97.4) 12,480 ( 0.5) 2,952 ( 0.1) 47,062 ( 2.0) 2,367,262 (100) 
灰汁 pood 5,033 ( 1.3) 1,288 ( 0.3) 58,173 (14.9) 326,418 (83.5) 390,912 (100) 
亜麻仁油 chetwert 174,578 (64.9) 14,753 ( 5.5) 20,428 ( 7.6) 59,084 (22.0) 268,843 (100) 
獣 2旨 pood 3,077,279 (88.2) ( 0.0) 305,530 ( 8.8) 104,636 ( 3.0) 3,487,445 (100) 
獣毛 pood 51,992 (75.4) 4,306 ( 6.2) 7,393 (10.7) 5,298 ( 7.7) 68,989 (100) 
羊毛 pood 66,174 (94.2) 520 ( 0.7) 3,241 ( 4.6) ( 0.0) 70,235 (100) 
皮革 pood 69,550 (79.0) ( 0.0) 152 ( 0.2) 18,295 (20.8) 87,998 (100) 
鉄 pood 322,392 (63.6) 184,413 (36.4) ( 0.0) ( 0.0) 506,867 (100) 
小麦 chetwert 24,993 (96.5) ( 0.0) ( 0.0) 914 ( 3.5) 25,907 (100) 
帆布 piece 606 ( 1.1) 32,901 (61.2) 1,137 ( 2.ll 19,098 (35.5) 53,742 (100) 
ロープ pood 83,927 (48.8) 34,156 (19.8) 4,436 ( 2.6) 49,631 (28.8) 172,150 (100) 
麻織物 arsheen 14‘400 ( 0.6) 2.572.899 (99.4) 2587298 (100) 
典拠） Gt. Britain, Parliamenta1y Papers, 1840, Vol. XLIII-437 (275] , pp. 238・242.
表15 イギリス海外貿易：主要品目の市場内訳
、 司a ，品’・ ’且 - 『’ ‘” 『’
品 目 市場 1814 - 16 1824 -26 1834 36 1844 -46 1854 -56 
北西欧 1,714 (69.5) 1,811 (51.9) 3,047 (53.7) 3,823 (52.5) 4,203 (57.5) 
北東欧 559 (22.7) 1,046 (30.0) 1,283 (22.6) 1,199 (16.5) 332 ( 4.5) 
綿糸 南西欧 57 ( 2.3) 315 ( 9.0) 588 (10.4) 645 ( 8.9) 817 (11.2) 
近東 32 ( 1.3) 50 ( 1.4) 95 ( 1.7) 420 ( 5.8) 457 ( 6.3) 
総額 2 465 (100) 3 487 (100) 5 679 ilOO) 7 275 1100) 7 307 1100) 
北西欧 4,279 (25.9) 2,653 (19.l) 2,508 (15.0) 1,895 (10.2) 2,056 ( 7.4) 
北東欧 698 ( 4.2) 197 ( 1.4) 112 ( 0.7) 88 ( 0.5) 125 ( 0.5) 
南西欧 4,079 (24.7) 2,660 (19.2) 3,074 ( 18.4) 2,503 (13.5) 2,730 ( 9.9) 
綿布 近東 87 ( 0.5) 449 ( 3.2) 938 ( 5.6) 2,103 (11.3) 3,869 (14.0) 
アジア 138 ( 0.8) 1,069 ( 7.7) 2,028 (12.l) 5,228 (28.2) 7,210 (26.1) 
新大陸 7,005 (42.3) 6 451 (46.4) 7,567 (45.2) 6,090 (32.8) 10,144 (36.7) 
総額 16.529 (100) 13‘888 (100) 16 719 (100) 18 560 (100) 27 601 (100) 
. ，－「←－－－
市場 1814 - 16 1824 -26 1834 -36 1844 -46 1854 56 
北西欧 255 (19.5) 473 (25.3) 840 (32.l) 658 (26.7) 2,369 (71.7) 
亜麻 北東欧 943 (72.0) 1,295 (69. l) l 754 (67. l 1,648 (66.9) 875 (26.5) 
総額 l 309 1100) l 873 1100) 2 613 (100) 2 465 (100 ) 3 05 (100) 
北東欧 1,277 (97.9) 922 (97.3) 672 (93.1) 819 (79.3) 332 (15.7) 
大麻 アジア 19 ( 1.5) 6 ( 0.6) 25 ( 3.5) 163 (15.8) 753 (35.7) 
総客層 l 305 (100) 948 (JOO) 722 (100) l 033 (100) 2 111 (100) 
鉄 北東欧 253 (97.7) 327 (97.3) 311 (99.0) 423 (99.3) 624 (93.8) 
総額 259 000) 336 (100) 314 (100) 426 (100) 665 (100) 
北東欧 1,749 (46.3) 1,294 (32.7) 471 (12.3) 1,023 (15.3) 2,653 (27.3) 
木材 カナダ l 536 (40.7) 2 250 (56.8) 2.586 (67.5) 3 975 (59.4) 4.273 (44.0) 
総額 3 774 (100) 3 959 (100) 3 832 (100) 6 694 (100) 9 711 1100) 
北東欧 282 (84.7) 317 (80訓 530 (72.2) 894 (78.7) 978 (36.3) 
亜麻仁油 アジア 43 ( 5.9) 45 ( 4.0) 966 (35.8) 
総額 333 (100) 392 (100) 734 (100) 1 136 (100) 2.697 (100) 
北西欧 16 ( 1.0) 4 ( 0.3) 1 ( 0.6) 4 ( 0.2) 1,136 (43.1) 
獣脂 北東欧 l 464 (91.7) 1 182 (99.2) l司883(95.7) l 679 (82.6) 716 (27.2) 
総額 1 597 000) 1 192 (100) 1 968 (100) 2 032 (100 ) 2、637(100) 




















































オデッサ 552 トリエステ 186 
タガンローク 210 メッシナ 144 
テオドシア 23 イオニア諸島 133 
コソロフ 19 ジェノヴァ 72 
セヴァストポリ 7 リヴオノレノ 57 
ヘノレソン 4 バルセロナ 24 
船籍 マルセイユ 19 
オーストリア 421 ナポリ 10 
ロシア 329 マノレタ 8 
ラグーサ 18 チェスメ 7 
イオニア 16 不 明 155 
フランス 15 
イギリス 7 
スペイン 3 i口b、 計 815 
典拠） A. Anthoine, Essai historique sur le 
commerce et la nav.恕ationde la品会件 Noire,Paris, 
1820, p. 204; P. Herlihy, "Russian Grain and 
Medi ten溜1回n Markets, 177 4- 1861”， Ph. D. 
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典拠） M. L. Harvey, op. cit., pp. 354・364.
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典拠） M. L. Harvey, op. cit., pp. 74, 76; P. Herlihy, op. cit.，伸・




Livorno （レグホン Leghorn）が単独で 50%を占める最大の販路で、あった。対するリヴオルノ・マ






















20 -30 %をイタリア市場に、またオリーブ油はその40%をトルコ市場に、さらに葡萄酒はその 50
%をフランス、 20%をイベリア諸国に、それぞれ依存した（前掲表9）。また、バルト海・黒海経
















































0 アグデデアアデ行~ママヤ1ケマィャマォマてペアケア代々てマででママr"f"'何々斗アケマケア1 0 
1815 1820 1830 1840 1850 1860 1815 1820 1830 1835 
典拠） Gt. Bri凶n,Parliamentary Papers, 1837, Vol. XLIX・l[86], pp. 219・222,224; 1841, Session l, Vol. XXIV-1 [303], 





1835 I 820.712 (IOO) 
1836 I 929.372 C 100) 
1837 I 1,867.169 <100) 
1838 I 2‘033.212 (100) 
典拠） P. Herlihy, op. cit., p. 184. 
,_, ，－． 'A 、，、， / F一一 ． ，，， 
輸入総量 うちロシア穀物
1831 -35 431 (100) 66 (15.3) 
1836 -40 336 (100) 164 (48.8) 
1841 -45 505 (100) 402 (79.6) 
1846 -50 875 (100) 810 (92.6) 
1851 -54 1.144 (100) 694 (60.7) 
市 場 輸出量
コンスタンチ／ープル 30.455 ( 3.1) 
ギリシア 2.215 ( 0.2) 
イオニア 3.829 ( 0.4) 
トリエステ 58.326 ( 5.9) 
地中海世界 リヴォルノ 446.842 (45.1) 
ジェノヴァ 177.099 (17.9) 
マルセイユ 93.758 ( 9.5) 
マルタ 44.486 ( 4.5) 
ジブ、ラノレタル 4.348 ( 0.4) 
イギリス 82.453 ( 8.3) 
北西欧 オランダ 28.914 ( 2.9) 
ベルギー 16.909 ( 1.7) 




M. L. Harvey, op. cit吋 p.101. 
地中海経由 マルマラ海 黒海経由 合計
エジプト 小アジア バルカン 小アジア バルカン ロシア
1800 -05 28 ( 0.9) 669 (21.3) 333 (10.6) 142 ( 4.5) 1,970 (62.7) 3,144 (JOO) 
1805 -10 15 ( 0.3) 260 ( 4.4) 898 (15.2) 1,426 (24.2) 132 ( 2.2) 2,614 (44.3) 552 ( 9.4) 5,900 (100) 
1810 -14 980 (17.6) 355 ( 6.4) 605 (10.8) 672 (12.0) 473 ( 8.5) 1,045 (18.7) 1,451 (26.0) 5,583 (100) 
1814 -19 642 (16.7) 476 (12.4) 463 (12.0) 498 (12.9) 235 ( 6.1) 837 (21.7) 701 (18.2) 3,855 (100) 
1819 -24 968 (19.5) 983 (19.8) 238 ( 4.8) 415 ( 8.4) 314 ( 6.3) 1,914 (38.5) 134 ( 2.7) 4,969 (100) 
1824 -29 259 ( 6.9) 1 ( 0.0) 101 ( 2.7) 1,440 (38.0) 430 (1.4) 1,159 (30.6) 395 (I0.4) 3,787 (100) 
1829 -34 475 ( 7.1) 594 ( 8.9) l, 115 (16. 7) 1,290 (19.3) 899 (13.5) 1,551 (23.3) 745 (11.2) 6,671 (IOO) 
(1,000キラ kile)
典拠）典拠） P. Herlihy, op. cit., p. 183. 
オスマン帝国③ 
典拠） T. Giiran，“百1eState Role in the Grain Supply of Istanbul：百ieGrain Administration, 1793・1839”， International







大麻・亜麻（ooods) 羊毛（POOds) 亜麻仁油（chetv剖 s) 小麦（chetvぽ飽）
総量 イギリス向け 総量 イギリス向け 総量 イギリス向け 総量 イギリス向け
1830 21,361 1,117 ( 5.2) 6,370 977 (15.3) 1,215,738 37,010 ( 3.0) 
1831 529 109 (20.6) 36,325 6,278 (17.3) 19,236 3,287 (17.1) 485,383 69,763 (14.4) 
1832 7,778 5,866 (75.4) 41,553 1,407 ( 3.4) 39,232 29,891 (76.2) 807,903 33,486 ( 4.1) 
1833 36,570 32,073 (87.7) 66,457 37,668 (56.7) 76,024 63,798 (83.9) 465,559 3,500 ( 0.8) 
1834 37,408 29,755 (79.5) 66,811 34,537 (51.7) 17,276 11,339 (65.6) 70,798 ( 0.0) 
1835 69.006 54.973 (79.7) 116.773 70.336 (60.2) 18.624 13.763 (73.9) 378.100 ( 0.0) 
典拠） Gt. Britain, Parliament；的 PPapers, 1837, Vol. XLIX.・1[86], pp. 222, 224. 
表20 オデ、ッサ商業人口 （人
商人組合の加盟者数
総人口 商業人口 計 国籍 信仰宗教
ロシア商人 外国商人 キリスト教徒 ユダヤ教徒
1837 765 (100) 598 (78.2) 167 (21.8) 586 (76.6) 179 (23.4) 
1838 765 (100) 602 (78.7) 163 (21.3) 584 (76.3) 181 (23.7) 
1839 738 (100) 589 (79.8) 139 (18.8) 550 (74.5) 188 (25.5) 
1840 68,765 (100) 3,199 (4.65) 693 (100) 578 (83.4) 115 (16.6) 499 (72.0) 192 (27.7) 
1841 73,888 (100) 3,163 (4.28) 719 (100) 582 (80.9) 127 (17.7) 518 (72.0) 201 (28.0) 
1842 77,778 (100) 3,041 (3.91) 702 (100) 584 (83.2) 118 (16.8) 480 (68.4) 222 (31.6) 
1843 704 (100) 589 (83.7) 115 (16.3) 482 (68.5) 222 (31.5) 
1844 700 (100) 588 (84.0) 112 (16.0) 468 (66.9) 232 (33.1) 
典拠） P. Herlihy, op. cit., p. 91. 
図19 オデ、ッサ輸出貿易：商人内訳
50醐 j戸口外国商その人他の内訳 (1,000ルー プリ） ② ギリシア商人の内訳 (1,000ルー プリ）II~ 10,000 口 Mavros 掴ギリシア商人 ~ Z紅i自40，側十 8,000 ~ Pappoudov 
図 Ralli 
30,000十 ｜ 1111 6,000ム＋ ・・• Rodo伺naehi 
20,000 4,000 
10,000 2,000 
0 I I I 〔ーr¥fA;〔「，.，.，－，つー〔〔つ一戸〔ー．；〔，~ 0 
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典拠） v. Kar也sis,n畑ザoraM抗 hantsin the Black Sea: The Greeks加S仰 thernRussia, 177 S・1861,Lar由am,2001, pp. 
148・150,154-155. 
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典拠） G. Harla揃s，“官ieRole of the Gr，関ksin the Bl蹴kS闘 Trade,1830・1900",L. R. Fi田her/H. W. No吋vik(ed.), 
Shippii略 andTr，似た 1750・1950:&s，αrys in I剖:ernationalMaritime Economic Histo；η，Loi他 IOU民 1990,pp.判，78.
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P制 IV(1834), No. 157 (Russia), pp. 438岨 463【1836,Vol. XL VI・1[54] l ; p制 V(1835), No. 213 (Russia), pp. 204・
235 [ 1837, Vol. XLIX・I[86]] ; Part VI (1836), No. 168 (Russia), pp. 182・223【1837・38,Vol. LVII-1 [137］】；P制
VIII (1838), No. 221 (Russia), pp. 230・242【1840,Vol. XLIII-437[275］］；両氏IX( 1839) , No. 445 (Russia) , pp. 394・
407【1841,session 1, Vol. XXIV-1 [303］】； PartXII, Supplement: Statements relationg to Foreign Coun町ies,pp. 1・7
(1844, Vol.氾 VI・529[596]];P制 XVIII(1848), Supplement, Sect. A, pp. 2・62【1851,Vol. LV・1[1408, 1408-11] l ; 
Statistical Tables relating to Foreign Countries, P副 I,pp. 1・79【1854・55,Vol. LVII・533[ 1855] l ; p制 VII,pp. 1・48
【1861,Vol. LXI・481[2850］】；P制 IX,pp. 1・21【1864,Vol. LX・487[3397］】； CommercialTari飴 andRegulations of 
the SeverョlStates of Europe and America, P制 XI:Russian Empire 【1843,Vol. LVII-897[515]] . 
(26）周知の如くナポレオン戦争後に穀物の国際価格が下落すると、各国とも農業関税の導入を進める。イギリス
は 1810- 30年代の長期農業不況に対応するべく、 1815年の穀物法で穀物輸入を規制（国産穀価クォーター当










年より穀物関税を漸次強化している。 S.E. Fairlie，“百ieAnglo・RussianGrain Trade 1815・1861”， Ph.D. dissertation, 
University of London, 1959, pp. 77・78；吉岡昭彦『近代イギリス経済史』岩波書店 1981年、 18-19、32-34、72
-74頁、金子俊夫『近代イギリス商業史一一反穀物法運動の歴史一一』白桃書房 1996年、第2章、森恒夫『フ
ランス資本主義と租税』東大出版会 1967年、 91-93頁、諸田 実『ドイツ関税同盟の成立』有斐閣 1974年、 12
-14、72ー 75頁、大西健夫「プロイセン関税政策の展開j『社会経済史学』第39巻第2号 1973年。
(27) S. E. Fairlie, op. cit., pp. 182・183.
(28) S. E. Fairlie, op. cit., pp. 125・126.なお小麦輸出の重量で見れば、 1827-32年の平均総量 1,573,000チェトベル
チのうち、トルコ向け輸出が428,000チェトベルチ（27%）、イタリア向け輸出が379,000チェトベルチ（24%) 
を占め、やはり地中海市場が過半に達しており、対するイギリス向け輸出は308000チェトベノレチ（20%）にと
どまった。 S.E. Fairlie, op. cit., p. 169, n. 5.またイギリス側の統計でも、 1826-32年のロシア小麦輸出は年間平
均 1,072,000クォーター、このうち 220,000クォーター（20%）がイギリスへ、残余が北西欧・地中海市場（フ
ランス・イタリア・トルコ）へ輸送されたとされる。 S.E. Fairlie, op. cit., pp. 83・86.








向け輸出は735,000チェトベルチ（25%）にとどまる。 S.K Fairlie, op. cit., pp. 168・169.
(31) S. E. Fairlie, op. cit., pp. 169・171.
(32）塩谷昌史「19世紀前半におけるロシア綿工業の発展とアジア向け綿織物輸出」『経済学雑誌』第99巻 1998年、
同「19世紀前半のアジア綿織物市場におけるロシア製品の位置J『ロシア史研究』第70号2002年。
(33) S. E. Fairlie, op. cit., p. 24, n. 43. 
(34）商人組合については、 S.E. Fairlie, op. cit., pp. 222・225.




(36) P. Herlihy, op. cit., pp. 25・26.なおバルト海諸港は、白海諸港とともに、1820-30年代におけるライ麦輸出の 59
%、大麦輸出の32%、燕麦輸出の 88%を占め、ライ麦・燕麦輸出の拠点機能を果たしている。
(37) S. E. Fairlie, op. cit., pp. 23・24.
(38) S. E. Fairlie, op. cit., pp. 169・170.






ったc 吉岡、前掲書、 73-74頁、金子、前掲書、第3章、森、前掲書、 126-129頁。
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輩出したトゥーク商会もロシア貿易業者の一角を占める。 S.E. Fairlie, op. cit., pp. 241・247,393・395.
(43）バルト海産品取引所は 18世紀に乱立した貿易業者の社交・情報機関たるコーヒー・ハウスの一つであり、当
初はバルト海向け植民地産品・新大陸向けバルト海産品の取引を目的とした 1744年の「ヴァージニア＝バルト
海コーヒー・ハウスjVirginia and Baltic Co能eHouseを前身とするが、 1810年にバルト海貿易の部門が独立、 1823
年に「バルト海コーヒー・ハウスjBaltic Co自己eHouse、後に「バルト海産品取引所Jと改称した。S.E. Fairlie, op. cit., 
p. 251; H. Ba町－ King, The Baltic Exchange: The History of a Unique Market, London, 1977. 
(44) S. E. Fairlie, op. cit., pp. 247・249.
(45) M. L. Harvey，“The Development of Russian Commerce on the Black Sea and Its Significan伺”， Ph.D.dissぽ旬tion, 
University of California, 1938, pp. 104・105;v. J. Purγ伺r，“Odessa:Its Rise and International Impo託制伺， 1815-50” 
Pacific Historical Review, Vol. 3, 1934, pp. 194・197;P. Herlihy, op. cit., pp. 26, 53, 132. 
(46) S. E. Fairlie, op cit., pp. 44・48,135”136. 
(47) P. Herlihy, op. cit., pp. 48・53;idem, Odessa, pp. 49・55.
(48) P. Herlihy, op. cit., pp. 207・211.
(49) P. Herlihy, op. cit., pp. 215・217.オデ、ツサの場合、 1851年には輸入総額7,063,467ループリのうち 3,750,556ル
ブーリが、 1852年には輸入総額 7,631,541ループリのうち 3,712,698ループリが、要するに輸入総額の半分が、
内陸市場に再輸送されている。
(50) S. E. Fairlie, op. cit., pp. 52・53,186・187.なおイギリス黒海貿易がオデッサに集中したのに対して、マルセイユ
はアゾフ海・タガンロークを拠点、としてギルカ小麦の輸入を拡大している。この結果、マルセイユの黒海穀物輸
入しめるアゾフ海諸港の比重は、 1836-38年の 15%から 1839-42年の 37%へと上昇している。 V. Kardasis, 
脱出poraMerchants in the Black Sea: The Greeks in Southern Russia, 1775・1861,L創由創n,1998, pp. 115・116,142. 




黒海経由の小麦輸入はイギリス農業にとって脅威ではないとの見解を示している。 S.E. Fairlie, op. cit., pp. 173・
174, 318・319;w. l邸ob，叩foticesres戸ctingthe Commerce of仕ieBlack Sea and of the S伺 ofAzoff: More Especially出














供給のため国産穀物の海外輸出を厳重に規制しており、輸入は困難であった。 P.Herlihy, op. cit., pp. 175・192;




ば、ロシア小麦のイギリス向け間接輸出は、年間平均 100,000ー 200,000クォーターと見積もられる。 S.E. Fairlie, 
op. cit., pp. 52・53,171・173;P. Herlihy，“Russian Wheat and the Port ofLivomo", pp. 52・53.
(55) P. Herlihy, op. cit., pp. 211・215.イギリスの劣位は同時代人にも認識されている。 W.Jacob, op. cit., pp. 5・7.
(56) T. Stoianovich,“官ieConquering Balkan Orthodox Merchant”，Journal of Economic History, Vol. 20, 1960. 
(57) M. L. Harvey, op. cit., pp. 16・17;P Herlihy, op. cit., pp. 94・95；尾高普己「キュチュク＝カイナルジャ条約につい
てJ『愛知学院大学・文学部紀要』第30号2001年；黛秋津 fロシアのバルカン進出とキュチュク・カイナルジ
ャ条約（1774年）ーーその意義についての再検討一一」『ロシア・東欧研究』第37号2008年。
(58) M. L. Harvey, op. cit., pp 18・20,48・49;P. Herlihy, op. cit., pp. 95・96；尾高晋己「オスマン帝国とロシアの通商
・航海条約（1783）についてJ愛知学院大学『人間文化』第22号2007年。被保護民については、H.Inalcik/ D.印刷tae氏
(ed.), An Economic and Social History of the Ottoman Empire 1300-1914, Cambridge, 1994, pp. 837・841；深沢克己「レ
ヴ、アントのフランス商人J歴史学研究会編『ネットワークのなかの地中海』〔地中海世界史③〕青木書店 1999年、128
-130頁（同『商人と更紗一一近世フランス＝レヴァント貿易史研究一一』東大出版会2007年、再録）。
(59) P. Herlihy, Odessa, pp. 89・90;S. E. Fairlie, op. cit., pp. 234・235.イギリス商人W ・イ一トンWilliamEtonは、黒
海航行の自由化に伴い 1803年より黒海貿易に参入したが、この時点で既に 4つ以上のイギリス商社の存在が確




経験をもたないが、オデッサで活動した最初のイギリス商人とされ、 H ・s・イームズHenrySavage Y eamesは
オデ、ッサ領事（1807- 19年）も務めた。後に長男ジェームズJamesがオデッサ領事（1819-55年）を継承す
る一方、次男ウィリアム Williamはアゾフ海にタガンローク支店を開設して現地の副領事を務め、イームズ一族
はイギリス黒海貿易の始動において重要な役割を果たした。 S.E. Fairlie, op. cit., pp. 253・256;R. G. Albion, Forests 
and Sea Power: The ηmber Problem oft，佐 RoyalNm少， 1652-1862, Cambridge, 1926, pp. 334・335.
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ス商船 160隻のうち 34隻が第三国向け、オデッサ寄港のイギリス商船 170隻のうち 13隻のみ第三国より来航し
ており、イギリス本国との取引に従事する船舶の比重が上昇している。 S.E. Fairlie, op. cit., pp. 258・261.






(62) V. K紅白sis,op. cit., pp. 86・87,148・151;P. Herlihy，“Gr四KMerchants in Odessa in the 1 S出 C印刷l）ぺ Harvard
Ukrainian Studies, Vol. 3, 1979・80;; G. Harlaftis, "The Role of the Greeks in the Black Sea Trade, 1830剛 1900”， L.R. 
Fischer/ H. W. Nordvik (ed.), Shipping and Trade 1750・1950,Lo抽ouse,1990; idem, A Histo.η of Greek-Owned 
Sh伊'Ping:The Making of an International Tramp Fleet, 1830 to the Present Day, London, 1996. 




四eodoros( 1797ー 1882年）は西欧向け穀物輸出に従事し、同社をオデッサ最大の商社へと育成している。 1832
年にはトスカーナ大公園のオデッサ領事を務め、オデッサ＝リヴォルノ通商を促進する一方、同年にはロシア市
民権を取得した。その娘アリアンニ Arianniはマヴロコルダート家門に嫁いで両家の親族関係を形成する一方、
家業を継承した長子ベリクレス Pelicles( 1841 - 99）は、ニコライ一世からギリシア移民としては異例の世襲貴
族に任命されている。次男エマヌエルEmmanuel(1789 - 1855年）は 1822年にマノレセイユ支店＝「ロドカナー
キ兄弟商会JRodocanachi fils et Cieを設立、 1830年代には開港の黒海穀物輸入をほぼ独占し、 1833年にフラン
ス市民権を取得、「小麦王Jroi du bleと呼ばれた。その死後は子息パプロス Pavlosが事業を継承、マルセイユ商
業会議所会長やトスカーナ大公国のマルセイユ領事を歴任した。ロドカナーキ家門は黒海・地中海貿易のネット
ワークを基盤としてイギリス進出を図り、 1842年にはマンチェスター支店を開設、その後ロンドンにも出店し
ている。 P.Herlihy，“Gr＇田KMerchants”， pp. 412・414;V. K釘dasis,op. cit., pp. 155・159.
(64）ステファノス・ラリー StephanosRalli (1755 -1827年）は 18世紀末から地中海各地と通商していたが、その
活動は5人の子息によって継承・拡大された。まず長子ザンニス Zannis( 1785ー 1859年）は 1805年にリヴォル
ノにおいて貿易活動を開始し、戦時におけるイギリス・フランスのレヴァント貿易を媒介してきた。戦後、三男
パンディア Pandia( 1793 -65年）が 1816年にマルセイユ支店＝「シリッツィ・アルジャンティ商会jSchilizzi-
Argenti et Cieを開設する一方、長子ザンニスはイギリス向け穀物輸出の成長を予見して 1818年にロンドン支店




(1800 - 84年）は 1825年（1828年？）にマンチェスター支店、リヴァプール支店を順次開設し、レヴァント
向け綿製品の輸出に従事した。他方、リヴ、オルノ支店は親族のパナジョッティ Pan吋yotiが運営する一方、マル









ス綿製品のレヴァント・アジア向け輸出を手広く展開した。 S.E. Fairlie, op. cit., pp. 266・267;P. Herlihy，“Greek 
Merch組 t”，pp.407・412;V. Karciasis, op. cit., pp. 159・162;T. Catsiyannis, Pandias Stephen Rallis, London, 1986. 
(65）パボードフ家門のゲオルギオス Georgiosは 1810年にコンスタンチノープルからオデッサに移住、ロシア市民
権を獲得するとともに、 1812年には第一ギルドへの加盟を果たした。その子息コンスタンティノス Konstantinos
(1798 - 1879年）は 1819年に家業を引き継ぎ、ロドカナーキ家の令嬢と婚姻して同家の商業活動と提携する
一方、自身の兄弟をリヴォルノ、マルセイユ、ロンドン支店に配置した。 V.K紅白sis,op. cit., pp. 162・163.













(1822 - 23年）、コルフ（1823年）を転々とし、戦後は新生ギリシア国家での行政活動（1828- 35年）を経
て 1835年より貿易活動を再開、マルセイユ、ロンドン支店を開設している。この問、スマラグダ Smaragdaと結
婚し、その実家パシリオ家門を媒介としてマヴロス家門と提携した。 V.Kard邸is,op. cit., pp. 163・166.








商人の黒海進出が本格化している。 S.E. Fairlie, op. cit., pp. 263・266;S. D. Chapman, "The International Houses: The 
Continental Contribution加 BritishCommerce, 1800・1860”，Journalof European Economic History, Vol. 6, 1977, pp. 37・









姻し、以後同家は黒海貿易におけるラリー家門の提携商会として機能した。 V.Kardasis, op. cit., pp. 152・153,171. 
(71) M. L. H釘vey,op. cit., pp. 108・109;S. E. Fairlie, op. cit., p. 159. 

































官僚では 60%にとどまるが、 5等官以上の高級官僚では 90%に達しており、伝統的な土地貴族が
官僚制度の中核を構成していた。しかしながら 19世紀中葉においてその比重は文官全体で25%ま
で大幅に下落、うち 5等官以上ではなお 60%近くを占めるものの、 9等官以下の下級官僚では 20
%未満にすぎず、非貴族層出身の新興貴族が官僚機構の基盤を形成するに至っている（表 21）。か
くして 19世紀前半は、旧来の家門貴族を基盤とする地主国家から、新興の職業官僚を中枢とする
官僚絶対主義へと、換言すれば「貴族の黄金時代jgolden age of the nobilityから「官僚優位の時代Jthe 




経営規模（所有農奴） 1 -5等 6-8等 9-14等 合計
未経営（ 0人） 15 (10.3) 74 (13.2) 528 (39.3) 617 (30.8) 
零細 ( 1ー 20人） 6 ( 4.1) 91 (16.2) 409 (30.4) 506 (24.7) 
小規模（ 21 - 100人） 16 (10.1) 159 (28.3) 287 (21.3) 462 (22.5) 
中規模（101- 500人） 36 (24.8) 189 (33.6) 92 ( 6.8) 317 (15.5) 
大規模（500人以上） 52 (35.9) 31 ( 5.5) 5 ( 0.4) 88 ( 4.2) 
-g. きロt 145 (100) 562 (100) 1.344 (100) 2.051 (100) 
② 19世紀中葉
経営規模（所有農奴） 1-5等 6-8等 9 -14等 -g、 圭ロLI 
未経営（ 0人） 74 (42.5) 240 (57.8) 1,594 (82.1) 1,908 (75.4) 
零細 ( 1 -19人） 14 ( 8.1) 62 (14.9) 144 ( 7.4) 220 ( 8.7) 
小規模（ 20 - 99人） 24 (13.8) 54 (13.0) 98 ( 5.0) 176 ( 7.0) 
中規模（100- 499人） 30 (17.2) 39 ( 9.4) 69 ( 3.6) 138 ( 5.5) 
大規模（500人以上） 32 (18.4) 20 ( 4.8) 36 ( 1.9) 88 ( 3.5) 
合計 174 (100) 415 (100) 1.941 (100) 2.530 (100) 
典拠） W. M. Pintner，“官ieSocial Characteristics of the Early Nineteenth-Century Russian 
Bureaucracy”， Slavic Review, Vol. 29, 1970, pp. 434, 437；鳥山成人「十八世紀ロシアの貴族と
官僚J吉岡昭彦・成瀬治編『近代国家形成の諸問題』木鐸社 1979年、 65、76頁。
② アレクサンドル一世と大臣委員会・国家評議会
アレクサンドル一世（在位： 1801- 25年）は、先帝ノミーヴェル（在位： 1796- 1801年）の圧
政・暗殺を教訓として、当面は貴族利害を尊重する姿勢を示した反面、「秘密委員会JNeglasnyi 
Komitet/ Secret Committeeを組織して内政改革の準備を進め、アミアン和約＝対仏戦争の終結後、
1802年 9月の勅令によって、従来の検事総長 Proculator Generalが統括する「参議会JKollegiia/ 
Collegeを廃止、新たにツアーリ指名の「大臣委員会JKomitet Ministrov/ Committee of Ministersが
統括する「省jMinisterstvo/ Minis町（陸軍・海軍・内務・外務・法務・商務・大蔵・文部）を創設
し、（4）各省大臣には武官出身の有能な家門貴族のほか、非貴族層出身の新興貴族を登用した。また














(1822年）と共和政体を主張する「南方結社jluzhnoe Obshchestvo (1821年）に分裂、後者は 1825
年 12月 1日（11月 19日）の同帝急死を契機として、同年 12月初日（14日）に軍事クーデター
を画策する（デカブリストの乱）。（7)





月）に基づいて同年 12月に「特別委員会J（所謂「12月6日委員会JCommittee of 6 December）を
組織、国家機関の改革に着手する。同帝は先帝時代の国家評議会・大臣委員会を継承する一方、既








ギー独立に伴うポーランド反乱の危機を踏まえ、同帝は文相ウヴァロフ Sergei Semenovich Uvarov 
(1833 -49年）を通じて検閲制度を強化、大学自治を制限する一方、皇帝官房・第二部長官スベ
ランスキーは 1830年に『ロシア帝国法律大全』（全 45巻）、 1833年に『ロシア帝国法典』（全 15
巻）を順次発刊、神に由来するツアーリ権力の無制限的絶対性を規定した。（I）並行して同帝はツ
アーリを頂点とする集権体制の構築を急ぎ、 1831年 10月 6日の勅令によって貴族集会への参加資
格を保有農奴 100人以上、又は保有面積 3,000デシャチナ以上に制限し、県貴族団から中小貴族を
排除、その規模を縮小している。（ロ）続く 1835年には皇帝官房・第五部（国有財産）を創設、 1837








貴族の資格を 8等官以上から 5等官以上に、一代貴族の資格を 14等官以上から 9等官以上に引き















(3) 鳥山、前掲論文、 66-67頁、向、前掲書、 21-25頁； W.M. Pintner.，“The Social Characteristics of the Early 
Nineteenth-Century Russian Bureaucracy", Slavic Review, Vol. 29, 1970; idem，“百1eEvolution of Civil Officialdom, 
1755・1855”， W.M. Pintner/ D. K. Rowney (ed.), Russian Officialdom: 1l舵 Bureaucratizationof Russian Society from the 
17th to the 20th Century, London, 1980. 
(4) J. P. LeDonne, Absolutism and Ruling Class: 1恥 Formationof the Russian Political Order, 1700・1825,New York, 
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アレクサンドル一世は、外務参議会長官コチュベイ VictorPavlovich Kochubei ( 1801ー 02年）の






外相ネッセルローデKarlBasilievich Nesselrode ( 1814 - 56年）、イオニア出身の外務長官カポディ








































































代理公使ミンシャキMatveiI. Minciaky ( 1824 -27年）・リボベールAleksandrRibeaupierre ( 1827 
-30年）が駐在したものの、両国関係は緊迫する。（15)







ト条約の履行を求め、 1826年 10月 7日にアッケルマン条約を締結する。その内容は基本的にブカ
レスト条約の再認であり、第 1条：ブカレスト条約の遵守、第3条：モルダヴィア・ワラキア統治
の改善（＝プカレスト条約第5条）、第4条：コーカサス国境の確定（＝同第6条）、第5条：セル




























































































































代化を支援し、また 1838年 8月 16日の英士通商条約によって関税引上（3%関税＋輸入付加税2
%・輸出付加税 9%）を承認、関税増収を挺子とするトルコ軍事財政の再建を図った。同）これに




を警戒する英露両国は関係修復に努め、 1840年 7月 15日のロンドン条約によって普填両国ととも
に「四国同盟Jを形成してオスマン政府を支援、この結果オスマン政府は太守の世襲制度を承認し
た反面、エジプト太守はスルタンの宗主権を認め、かっシリア支配権を放棄した。（苅）続く 1841年7
月 13日の国際海峡協定EuropeanConvention of Strai臼によって、英露両国はボスフォラス・ダーダ
ネルス海峡の非武装化を確認し、ロシアは同年満了するウンキアル・スケレッシ条約を放棄する。
オスマン帝国領土の保全に関する限り、英露両国はなお協調関係、を維持していたと言えよう。（37)
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他方、第二次ピール内閣・外相アパデ、ィーン（1841-46年）は、フランス七月王政が地球規模
で官険外交を展開するなか、これを牽制する手段として英露関係の強化を求めた。（38）この結果 1844






















































ワラキアの場合、担税世帯は 1831年の 288,551戸から 1838年の 331,337戸へと上昇、両国の財政
















































組＝ 4頭以上の役畜を保有、耕地面積 10エーカー以下）、②中層農民mijlocasii( 1組＝ 2頭の役畜

















本法はボイエーノレが所領住民の 10% （人口 200人以下の場合は20%）から賦役労働を徴発するこ
とを認めており、さらに旧来の家内奴隷 sculutiniの維持も承認された。他方ワラキアではボイエー


















君主にミハイ・ストゥルザMihail Sturdza ( 1834 -49年）、ワラキア君主にアレクサンドル・ギー
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(55) D. Mitrany, op. cit., pp. 29・33;C. & B. Jelavich, op. cit., pp. 91”92; J. R. Lam戸IM. R. Jackson, op. cit., pp. 92・93.
(56) J. R. Lampe/ M. R. Jackson, op. cit., pp. 96・97.
(57) R. R. Florescu, op. cit., pp. 172・173;E. He此slet,op. cit., Vol. 2, pp. 936・940,951・952.















換紙幣として発行されたが、続く 1787- 92年の露土戦争に伴い発行総額が急増したため、 1793
年の免換停止によって不換紙幣に転化、以後ループリ銀貨との交換割合は急速に下落した。このた
めアレクサンドル一世の蔵相グリエフ DmitriiAleksandrovich Guriev ( 1810 -23年）は 1810年の銀
本位法によって紙幣回収を確認したものの、続く祖国戦争（1812-15年）に伴い発行総額を拡大、
1812年には強制通用力をもっ無制限法貨とした。以後、ループリ銀貨に対するループ、リ紙幣の交
換相場は、旧来の l対 1.5前後から 1対4.0前後へと大幅に下落した（図22）。（2)
これに対して新任蔵相カンクリンEgorFrantsevich Kankrin ( 1823 -44年）は紙幣乱発を停止し
て流通総量を固定し、銀貨・紙幣の交換相場をほぼ 1対 3.5で安定させる一方、財政再建の手段と
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典拠） J. P. LeDonne, Absolutism and Rufi.昭 Class:The Formation of the Russian Pol枕 da焼r,1700開 1825,New 
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なかった。その後、第二代総督コブル Koble( 1814 - 16年）を経て第三代総督ランジュロン






ツオフ Ivan lnzov (1822 -23年）はドイツ人・ブルガリア人・セルピア人の入植に専心した。（問






















Petrovich Kozodavlev ( 1810 - 19年）は、 1811年の工業奨励資金制度や 1817年の国立商業銀行







































































































た結果、オデッサのユダヤ人総数は 1815年の 4,000（都市人口 35,000の 11.4%）から 1861年の
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こうしたなかイギリス・第二次ビール内閣は、綿業資本の輸出利害を考慮して一連の関税改革に
着手し、 1842年の原料関税引下、 1843年の機械輸出解禁、 1845年の原料関税撤廃を経て、 1846年
に穀物関税を撤廃、自由貿易に移行する。（36）他方のロシアでは、穀物生産・輸出に従事する領主
・商業資本が、輸出貿易を阻害する保護関税への不満を高めた。なかでも自ら商人として輸出貿易
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額の 40%を、それ以後も恒常的に全体の 20-30 %を占め、かくして最大の輸出品目に成長、輸
出品目の主力は船舶用品から穀物へと転換したのである。
輸入については（前掲図4②）、最大品目の綿糸が全体の 5%まで急減、逆に綿花・金属製品が
各々総額の 10- 15 %まで拡大している。これは 1843年のイギリス機械輸出の解禁を契機として
紡績部門の機械導入・綿糸生産が進み、織布部門の綿糸が輸入品から国産品に転換したことを意味
する。かくして輸入貿易の基軸は、綿製品に関する限り、半製品（綿糸）から原料（原綿）へと劇
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② ロシア黒海貿易の発展
a）収支構造 黒海貿易の拠点オデッサの輸出貿易は 1840年代に史上空前の増大を記録し、な











た南欧諸国の比重が 80%から 40%まで半減する一方（表22）、 1846年のイギリス穀物法の撤廃を
表22 オデッサ穀物輸出：市場内訳（1844- 53年） 図24 オデッサ穀物輸出




総 量 イギリス 北ヨーロッパ 南ヨーロッパ
1844 l，判4.449(100) 117.839 ( 8.2) 47.345 ( 3.3) 1,279.265 (88.6) 
1845 2,026.851 (100) 161.452 ( 8.0) 164.842 ( 8.1) 1,700.557 (83.9) 
1846 2,408.637 ( 100) 297 .082 ( 12.3) 341.385 (14.2) 1,770.170 (73.5) 
1847 3,187.292 (100) 853.205 (26.8) 282.634 ( 8.9) 2,051.453 (64.4) 
1848 2,100.791 (100) 904.721 (43.1) 62.177 ( 3.0) 1,133.893 (54.0) 
1849 1,763.096 (100) 882.789 (50.1) 36.042 ( 2.0) 844.265 (47.9) 
1850 1.605.783 (100) 1.003.523 (62.5) 17.637 ( 1.1) 584.623 (36.4) 
1851 1,399.288 (100) 590.658 (42.2) 202.448 (14.5) 606.182 (43.3) 
1852 2,629.699 ( 100) 1,141.312 (43.4) 388.830 (14.8) 1,099.557 (41.8) 
1853 3‘232.500 (100) 711.733 (22.0) 
典拠） S. E. Fairlie, op. cit., p. 425. 
図25 イギリスのロシア穀物輸入








1840 1845 1850 1853 
典拠） S. E. Fairlie, op. cit., p. 424. 
12加｜② 小麦輪入経路
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Gt. Britain, Parliamentary 
Papers, 1851, Vol. LV・ 1
[1408], p. 58; 1854・55,
Vol. Lii・533[1855],p. 68; 
S. E. Fairlie, op. cit., p. 336. 
表24イギリス商船の寄港
ロシア全港 オデッサ
総数 南欧経由 トルコ経由 総数 積荷 積荷なし
計 積荷 積荷 積荷 積荷 積荷 積荷 あり 計 トルコ












1846 222 35 187 137 
1847 2,944 617 2,327 17 92 9 215 208 
1848 2,353 849 1,504 61 127 16 131 298 
1849 2,321 757 1,504 147 66 190 
1850 1.876 1.068 808 99 69 121 
1851 1,875 553 1,322 65 68 126 64 60 57 
1852 2,020 686 1,334 169 181 226 
1853 275 25 250 247 
※南欧はイベリア両国・イタリア・マルタ・イオニア・ギリシアを含む。
典拠）ロシア入港商船は、 Gt.Britain, Parliamentary Papers, 1851, Vol. LV・1[1408],
pp. 10・14,17・19;1854・55,Vol. Lii・533[ 1855]' pp. 6・13.オデッサ入港船舶は、 P.
Herlihy, op. cit., pp. 254・261.積載貨物の有無は、 S.E. Fairlie, op. cit., pp. 334・335.
表23
（公式価格： 1,000,000ポンド）対土貿易(2) 15『 ι
、Jうf二γ：：：.二． γ：.I :::.J· ， γ：：·~ 
，；・）、」〆．：で．’：人・：人γ． γ人．、‘入l~与ギ主；：主Hさ：尺~t~：~~~？］＼J i:? 
’“苧F’h I~ア一人1 ・1：：：.・：：：：.·r：：.・：：：：：..－：：：.::::i: :: .. !-:i' : .. 
1820 1830 1840 1850 
※1853 - 60年：申告価格
典拠）
① S. E. Fairlie, op. cit., pp. 408・409.
②F. E. Bailey, British Po/i,ゅ and伽 TurkishRφm 
Movement: A S加φFin Al悠leト TurkishRelations 1826・1853,
New York, 1942, p. 74; R. K出aba,T為eα＇to明anEmp抑
制 dt加 World&onomy: The Nine舵L nth Century, New 






























ベスク GeorgheBibescu ( 1842 -48年）もブライラを自由港に指定している。的
この結果 1830年代後半を通じて両港の海運活動は急速に成長し、ガラツの入港船舶は年間 800




リアは 1831年に「第一ドナウ汽船会社jErste Osterreichische Donau Dampfschiffahrts Gesellschaftを
創業してドナウ汽船事業を先導し、 1840年には運送料金の引下・郵便業務の代行を条件に本国政
府からドナウ海運事業の独占権を獲得し、ウィーン＝ブライラ航行の半分を支配した。 (10）他方、













両国の海外貿易は 1830年代まで輸出・輸入とも 2000万レイ前後であったと思われるが、 1840
年代より急速に上昇、なかでも輸出は 1840年代で3,500-5,000万レイ、 1850年代で6,000-9,000 
万レイまで増大している（表 26）。輸出の最大品目は各種穀物であり、モルダヴィアの場合、 1830
年代には全体の 30%程度に留まっていたが、 1840-50年代には総額の 70- 80 %まで上昇して
いる（表27）。輸出穀物の中心は小麦・トウモロコシであり、小麦はガラツ・ブライラ合算で 1830
年代後半の 20-30万クォーターから 1840年代の 40-50万クォーターへと、また飼料向けトウ
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表25 スリナ水道通航船舶：船籍内訳
ギリシア オスマン帝国 オーストリア イギリス
隻 1,000トン 隻 1.000トン 隻 1,000トン 隻 1.000トン
1847 630 94.5 663 76.5 144 29.0 151 22.6 
1850 860 154.8 174 29.4 96 19.5 108 17.7 
1853 1,049 1,993.1 406 56.3 111 19.5 205 35.2 
1856 996 1,578.2 125 13.6 239 46.0 161 32.l 
1860 1.354 1.637.6 703 70.1 186 46.5 374 96.7 
典拠） J. R. Lampe/ M. R. Jackson, Balkan &onomic Histo.η，155仏 1950,Bloomington, 1982, p. 102. 
図28 黒海諸港の船舶出港：船籍内訳
2,500① オデツサ（隻） 2 500②ルーマニア（隻）










1840 1845 1850 1840 1845 1850 
典拠）①P. Herlihy, op. cit., pp. 254・ 261. ②P.
Cer司ovod回nu/B.Marinescu，“British Trade in the Danubian 
Ports of Galatz and Braila between 1837 and 1853”，Joun昭l




1818 20 20 。
1832 -37 23 22 
1840 35 20 15 
1843 50 50 
1850 47 28 19 
1850 -54 60 32 28 
1855 -59 89 54 35 




1847 30 (100) 12 (40.0) 691 
1850 30 1,118 
1853 52 (100) 45 (86.5) 1,591 
1856 58 (100) 40 (69.0) 1,527 
1860 72 (100) 59 (81.9) 1.728 
典拠） J. R. Lampe/ M. R. Jackson, op. cit., p. 102. 
モロコシも両港合算で 1830年代後半の IO-25万クォーターから 1840年代の平均 37万クォータ
ーへと上昇した（表28）。 (14）とりわけドナウ河流域の沃野に恵まれたワラキアの輸出拠点ブライラ











31）、小麦の場合で 1840年代の 1-2%から 1850年代の 4-6%へと、各種穀物の合計では 1840





総量 イギリス向け 総量 イギリス向け 総量 イギリス向け
1837 98.380 75.792 174.172 
1838 171.813 61.524 233.337 
1839 148.117 143.184 291.301 
1840 230.568 132.596 363.164 
1841 100.845 84.692 185.537 
1842 154.675 160.121 314.796 
1843 107.634 322.343 429.977 
1844 166.535 (100) 1.326 ( 0.8) 347.888 (100) 18.607 ( 5.3) 514.423 (100) 19.933 ( 3.9) 
1845 180.032 (100) 2.328 ( 1.3) 319.940 (100) 17.917 ( 5.6) 499.972 (100) 20.245 ( 4.0) 
1846 110.902 (100) 一 327.526 (100) 2.658 ( 0.8) 438.428 (100) 2.658 ( 0.6) 
1847 180.860 (100) 23.281 (12.9) 390.818 (100) 571.678 (100) 23.281 ( 4.1) 
1848 113.605 (100) 31.702 (27.9) 159.484 (100) 6.305 ( 4.0) 273.089 (100) 38.007 (13.9) 
1849 173.797 (100) 47.405 (27.3) 117.346 (100) 4.655 ( 4.0) 291.143 (100) 52.060 (17.9) 
1850 140.652 (100) 78.871 (56.1) 283.290 (100) 83.113 (29.3) 423.942 (100) 161.984 (38.2) 
1851 134.474 (100) 35.368 (26.3) 283.106 (100) 100.593 (35.5) 417.580 (100) 135.961 (32.6) 
1852 187.555 (100) 98.586 (52.6) 343.584 ( 100) 85.336 (24.8) 531.139 (100) 183.922 (34.6) 
包〕 トウモロコシIndianCom (1.000クォーター
ガラツ プライラ 合計
総量 イギリス向け 総量 イギリス向け 総量 イギリス向け
1837 86.964 24.313 111.277 
1838 58.374 37.200 95.574 
1839 133.762 57.172 190.934 
1840 189.037 68.586 257.623 
1841 35.394 26.818 62.212 
1842 93.531 10.221 103.752 
1843 140.662 122.309 262.971 
1844 174.023 (100) 4.724 ( 2.7) 128.221 (100) 0.698 ( 0.5) 302.244 (100) 5.422 ( 1.8) 
1845 157.101 (100) 0.735 ( 0.5) 124.714 (100) 7.704 ( 6.2) 281.815 (100) 8.439 ( 3.0) 
1846 336.627 (100) 52.863 (15.7) 163.145 (100) 4.228 ( 2.6) 499.772 (100) 57.091 (11.4) 
1847 318.605 (100) 176.878 (55.5) 619.115 (100) 937.720 (100) 176.878 ( 18.9) 
1848 143.727 (100) 95.497 (66.4) 292.115 (100) 120.640 (41.3) 435.842 (100) 216.137 (49.6) 
1849 258.763 (100) 163.671 (63.3) 332.532 (100) 168.161 (50.6) 591.295 (100) 331.832 (56.1) 
1850 122.875 (100) 82.810 (67.4) 149.734 (100) 64.055 (42.8) 272.609 (100) 146.865 (53.9) 
1851 350.682 (100) 295.200 (84.2) 646.617 (100) 286.882 (44.4) 997.299 (100) 582.082 (58.4) 
1852 329.279 (100) 28.550 ( 8.7) 725.259 ( 100) 337.948 (46.6) 1.054.538 (100) 366.498 (34.8) 
典拠） P. Cernovodeanu，“An Unpublished British Source concerning白eInternational Trade through Galatz加 dBraila 
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表29 黒海諸港の穀物輸出
．， 、一司r - - ' ，， 
小麦 燕麦 ライ麦 大麦 合 計 ： 千クオート
オデッサ タガンローク その他 言十 ： 千クオート ’ 
1837 950 482 377 1,809: 1,302 12 89 68 1,991 1,434 
1838 991 725 476 2,192: 1,578 7 73 131 2,413 1,737 
1839 1,210 1,174 265 2,649: 1,907 20 62 67 2,811 2,024 
1840 789 776 142 1.701: 1.229 39 2 12 1.765 I 271 
1841 720 616 109 1,445: 1,040 10 2 1,474: 1,061 
1842 863 738 112 1,713 1,233 1,718: 1,237 
1843 1,170 631 107 1,908 1,374 9 36 7 1,965: 1,415 
1844 1,263 789 278 2,330 1,678 25 148 49 2,640: 1,901 
1845 1,777 714 225 2,716, 1,956 77 23 2,872: 2,068 
1846 1,955 905 176 3,036: 2,186 312 21 3,427: 2,467 
1847 2,798 2,043 225 5,066: 3,648 34 510 77 5,758: 4,146 
1848 1,958 709 275 2,942: 2,118 2 52 12 3,035’ 2,185 
1849 1,567 486 195 2,248: 1,619 4 9 2,338 1,683 
1850 1.567 717 95 2.379: 1,713 1 15 9 2,488, t791 
1851 998 725 413 2,136: 1,538 6 11 2,4791 1,785 
1852 1.893 1.823 433 4.149• 2.987 9 443 53 5.015: 3 611 
※ 1チェトベノレチ＝ 5.77ブッシェノレ＝ 0.72クォー ター （8ブッシェル＝ lクォー ター ）
巴j ノレー マニy U.000クオー ター
小麦 トウモロコシ ライ麦 大麦 合計
ガラツ ブライラ 計 ガラツ ブライラ 計 ガラツ ブライラ 左記合計 その他含む
1837 98 75 174 86 24 111 28 313 479 
1838 171 61 233 58 37 95 106 435 530 
1839 148 143 291 133 57 190 42 525 671 
1840 230 132 363 189 68 257 80 700 744 
1841 100 84 185 35 26 62 20 268 
1842 154 160 314 93 10 103 73 492 
1843 107 322 429 140 122 262 168 861 
1844 166 347 514 174 128 302 211 1,028 
1845 180 319 499 157 124 281 13 175 971 
1846 110 327 438 336 163 499 46 177 1,161 
1847 180 390 571 318 619 937 26 300 1,836 1,828 
1848 113 159 273 143 292 435 28 193 930 
1849 173 117 291 258 332 591 60 72 1,015 
1850 140 283 423 122 149 272 52 44 793 
1851 134 283 417 350 646 997 71 105 1,591 
1852 187 343 531 329 725 1.054 96 1.682 
典拠）①V.Kari也sis,op. cit., pp. 122・123;M. L. Harvey, op. cit., pp. 375・390.② P.Cemovodeanu, op. cit., p. 5; P. 














1843 I 60 I 5 I 4 I 10
1845 I 43 I 32 I 3 I 8 
1847 I 14 I 9 I 28 I 28 I 10 
1853 I 28 I 29 I 36 I 4 I 3 
典拠） J. R. Lampe/ M. R. Jackson, op. cit., p. 105. 
表31 イギリス穀物輸入：市場内訳
司・ --司 、一ー←ー
Aロ、 きロ＋ ロシア オスマン帝国
バルト海 黒海 小計 ルーマニア エジプト その他 小計
1841 2,410 (100) 20 ( 0.8) 80 ( 3.3) 100 ( 4.1) ( 0.0) 7 ( 0.3) 1 ( 0.0) 8 ( 0.3) 
1842 2,717 (100) 28 ( 1.0) 260 ( 9.6) 288 (10.6) ( 0.0) 38 ( 1.4) 15 ( 0.6) 53 ( 2.0) 
1843 940 (100) 3 ( 0.3) 31 ( 3.3) 34 ( 3.6) ( 0.0) 14 ( 1.5) I ( O.I) 15 ( 1.6) 
1844 1,099 (100) 4 ( 0.4) 101 ( 9.2) 105 ( 9.6) 20 ( 1.8) 27 ( 2.5) 18 ( 1.6) 65 ( 5.9) 
1845 872 (100) 11 ( 1.3) 23 ( 2.6) 34 ( 3.9) 20 ( 2.3) 1 ( 0.1) 6 ( 0.7) 27 ( 3.1) 
1846 1,433 (100) 41 ( 2.9) 164 (ll.4) 205 (14.3) 3 ( 0.2) 8 ( 0.6) 22 ( 1.5) 33 ( 2.3) 
1847 2,656 (100) 380 (14.3) 463 (17.4) 843 (31.7) 23 ( 0.9) 121 ( 4.6) 110 ( 4.1) 254 ( 9.6) 
1848 2,581 (100) 195 ( 7.6) 327 (12.7) 522 (20.2) 38 ( 1.5) 17 ( 0.7) 16 ( 0.6) 71 ( 2.8) 
1849 3,845 (100) 47 ( 1.2) 547 (14.2) 594 (15.4) 52 ( 1.4) 128 ( 3.3) ll6 ( 3.0) 296 ( 7.7) 
1850 3.739 (100) 69 ( 1.8) 569 (15.2) 638 (17.1) 162 ( 4.3) 247 ( 6.6) 66 ( 1.8) 475 (12.7) 
1851 3,812 (100) 35 ( 0.9) 664 (17.4) 699 (18.3) 136 ( 3.6) 533 (14.0) 176 ( 4.6) 845 (22.2) 
1852 3,060 (100) 27 ( 0.9) 707 (23.1) 734 (24.0) 184 ( 6.0) 393 (12.8) 53 ( 1.7) 630 (20.6) 
1853 4,915 (100) 252 ( 5.1) 819 (16.7) 1,071 (21.8) 227 ( 4.6) 357 ( 7.3) 249 ( 5.1) 833 (16.9) 
1854 3,431 (100) 21 ( 0.6) 486 (14.2) 507 (14.8) 120 ( 3.5) 303 ( 8.8) 163 ( 4.8) 586 (17.1) 
1855 2,668 (100) ( 0.0) ( 0.0) 0 ( 0.0) 10 ( 0.4) 437 (16.4) 84 ( 3.1) 531 (19.9) 
1856 4,072 (100) . 468 (11.5) 292 ( 7.2) 760 (18.7) 125 ( 3.1) 535 (13.1) 149 ( 3.7) 809 (19.9) 
1857 3,438 (100) 297 ( 8.6) 409 (11.9) 706 (20.5) 24 ( 0.7) 204 ( 5.9) 16 ( 0.5) 244 ( 7.1) 
1858 4,242 (loo) 160 ( 3.8) 452 (10.7) 612 (14.4) 134 ( 3.2) 465 (11.0) 75 ( 1.8) 674 (15.9) 
1859 4,001 (100) 204 ( 5.1) 681 (17.0) 885 (22.1) 30 ( 0.7) 377 ( 9.4) 44 ( 1.1) 451 (11.3) 
1860 5.881 (100) 219 ( 3.7) 1‘082 (18.4) 1.301 (22.1) 97 ( 1.6) 197 ( 3.3) 67 ( I.1) 361 ( 6.1) 
一 、d・h司‘’・F 唱F ”司総計 ロシア オスマン帝国
パルト海 黒海 小計 ルーマニア エジプト その他 小計
1841 3,627 (100) 48 ( 1.3) 82 ( 2.3) 130 ( 3.6) 13 ( 0.4) 105 ( 2.8) 1 ( 0.1) 119 ( 3.3) 
1842 3,697 (100) 98 ( 2.7) 260 ( 7.0) 358 ( 9.7) 19 ( 0.5) 105 ( 2.8) 16 ( 0.5) 140 ( 3.8) 
1843 1,433 (100) 51 ( 3.6) 30 ( 2.1) 82 ( 5.7) 35 ( 2.4) 53 ( 3.7) I ( 0.1) 89 ( 6.2) 
1844 3,030 (100) 97 ( 3.2) 104 ( 3.4) 201 ( 6.6) 31 ( 1.0) 96 ( 3.2) 26 ( 0.8) 153 ( 5.0) 
1845 2,429 (100) 159 ( 6.5) 30 ( 1.2) 190 ( 7.8) 44 ( 1.8) 75 ( 3.0) 37 ( 1.6) 155 ( 6.4) 
1846 4,752 (100) 301 ( 6.3) 172 ( 3.6) 473 ( 9.9) 64 ( 1.3) 128 ( 2.7) 38 ( 0.8) 230 ( 4.8) 
1847 11,912 (100) 1,602 (13.6) 531 ( 4.5) 2,151 (IO.I) 577 ( 4.8) 542 ( 4.6) 450 ( 2.8) 1,458 (12.2) 
1848 7,528 (100) 371 ( 4.9) 342 ( 4.6) 714 ( 9.5) 273 ( 3.6) 358 ( 4.2) 189 ( 2.5) 774 (10.3) 
1849 10,669 ( 100) 340 ( 3.2) 572 ( 5.4) 913 ( 8.6) 398 ( 3.7) 392 ( 3.0) 424 ( 3.9) 1,141 (10.7) 
1850 9.019 (100) 363 ( 4.0) 589 ( 6.5) 973 (10.6) 217 ( 2.4) 558 ( 6.2) 276 ( 3.1) 1,052 (11.7) 
1851 9,618 (100) 572 ( 5.9) 762 ( 7.9) 1,344 (13.9) 624 ( 6.5) 958 (10.0) 475 ( 4.9) 2,058 (21.4) 
1852 7,764 (100) 343 ( 4.4) 957 (12.3) 1,301 ( 16.8) 713 ( 9.2) 777 ( 9.9) 212 ( 2.7) 1,691 (21.8) 
1853 10,173 (100) 634 ( 6.3) 1,070 (10.5) 1,704 (16.8) 665 ( 6.5) 643 ( 6.3) 744 ( 7.3) 2,052 (20.2) 
1854 7,909 (100) 168 ( 2.1) 539 ( 6.8) 707 ( 8.9) 147 ( 1.9) 588 (11.3) 303 ( 3.8) 1,038 (13.1) 
1855 6,278 (100) 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 23 ( 0.4) 746 (11.9) 161 ( 2.6) 931 (14.8) 
1856 9,339 (100) 826 ( 8.8) 389 ( 4.2) 1,215 (13.0) 332 ( 3.6) 806 ( 8.6) 347 ( 3.7) 1,485 (15.9) 
1857 9,169 (100) 967 (10.5) 1,034 (11.3) 2,001 (21.8) 270 ( 2.9) 421 ( 4.6) 212 ( 2.3) 904 ( 9.9) 
1858 11,293 (100) 963 ( 8.5) 1,318 (11.7) 2,281 (20.2) 783 ( 6.9) 780 ( 6.9) 463 ( 4.1) 2,026 (17.9) 
1859 10,270 ( 100) 1,020 ( 9.9) 1,384 (13.5) 2,404 (23.4) 705 ( 6.9) 674 ( 6.6) 313 ( 3.0) 1,692 (16.5) 
1860 14.494 (100) 1.179 ( 8.1) 1.593 ( 11.0) 2.772 (19.1) 1.315 ( 9.1) 476 ( 3.3) 462 ( 3.2) 2.253 (15.5) 
典拠） Gt. Britain, Parliamentary Papers, 1864, Vol. LVIII-169[387], pp. 2・3,12・13;P. Cemovod回nu/B. Marinescu, op. 
cit., pp. 716・717,720・721.
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面ではオデッサ穀物輸出を牽引するギリシア商人の民族運動＝独立戦争を支援し、かつ 1828- 29 
年の露土戦争によって海峡通航の国際的な自由を確認、続く 1833年の填露ミュンヘングレーツ協
定・ 1844年の英露ウィンザー協定ではオスマン領土の保全＝海峡通航の安全を実現した。また土
地政策については、一方では領主利害への配慮、から農奴制度が整備された反面、他方では軍事財政
を支える担税基盤、あるいは輸出貿易を牽引する生産基盤として、国有財産相キセリョフの農民改
革、新ロシア総督ヴォロンツオフの南部開発が展開された。さらに通商政策については、蔵相カン
クリンのもとで、当初こそ農奴の出稼収入＝領主の地代収入を保証するべく、 1822年の保護関税
・輸入規制に立脚する高度な保護体制が整備されたものの、その晩年・没後には国家の関税収入＝
軍事経費の基盤、あるいは英露の双務貿易＝穀物輸出の推力を強化するべく、 1841年の関税改革
を頂点とする輸入解禁・高率関税へと転換、 1845年・ 50年の関税改革によって実質的な自由貿易
へと移行する。こうした協調外交路線・自由主義関税を背景として、英露両国は 1842年の通商条
約を締結、オデッサの黒海経由イギリス向け穀物輸出は未曾有の成長を遂げる。
他方、一連の露土条約（1812年ブカレスト条約・ 1826年アッケルマン条約・ 1829年アドリアノ
ープル条約）と 1833年の基本法体制を基礎とする、ルーマニア両国におけるオスマン支配体制の
解体＝ロシア支配体制の成立は、戦略的にはオスマン帝国の支配領域を縮小してオデッサ海外貿易
の安全を保障したものの、内政面では外来ギリシア貴族を一掃して土着ボイエールの農民支配を強
化するとともに、貿易面で、はオスマン向け貢納体制を解消してルーマニア市場の世界経済への編入
を促進し、流通面では 1840年の填露通商条約がギリシア商人の黒海海運に対抗的なオーストリア
資本のドナウ河航行を後援するなか、ボイエールの農民支配・オーストリアの海運活動に立脚する
ルーマニア穀物のイギリス向け輸出が加速することになった。こうしてロシア南下政策は、ロシア
農奴体制の限界を打開するオデッサ穀物輸出を保障した反面、経済的にはイギリス市場をめぐるル
ーマニア穀物輸出との競合関係を醸成し、したがって外交的には英填両国の対露包囲とクリミア戦
争への道程を用意したのであり、ここに南下政策の苧む根本的な自己矛盾があったと言えよう。
